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     ダジャレ大会
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    「第一回ダジャレ大会！　突然開催！　どんどんぱふぱふーっ！」


    　いつもの放課後。いつもの部室。部長が突然、そんなことを叫さけんだ。


    「なんですかいきなり」


    　突然の奇き声せいには慣なれっこになっている京きよう夜やだが、いちおう儀ぎ礼れいというか様よう式しき美びというか、そう訊きいておいた。


    「だから第一回ダジャレ大会だ。いちばんサムいダジャレを言ったやつが勝ちなのだ」


    　部長の奇き行こうには慣れっことなっている京夜だが、まだよくわかんない。


    「それってあれですか？　〝布ふ団とんが吹っ飛んだ〟とかいうたぐいの？」


    「パクリはいかんぞ。界かい王おう様に怒られちゃうぞ。ほらキョロ。早くダジャレ言え。あと三秒な」


    　えーと、えーと、と考える。いきなりサムいダジャレを言えとか言われても困こまる。ああいうのはイケてるつもりで口にしてまわりをサムくさせるものなのだ。


    「ほい三秒。なんだ。出ないのか。おまえのＧグツＪジヨ部ぶ魂だましいはその程度か」


    「そういう部長はどうなんですか」


    「〝ささがささった〟」


    　部長はさらりと言う。きっとずっと前から考えていたに違いない。ずるい。


    「あ。そうだ。〝天てん然ねんブリはひさしブリだ〟──昨日、うちの夕ゆう飯はん、ブリだったんですよー」


    「ふむ。まあまあだな。そこそこサムいな。だが〝座布団ぜんぶ取れ級〟ではないな」


    「なにかな。なにかな。ダジャレとはなにかな？」


    　紫し音おんさんが興きよう味み津しん々しんで乗ってきた。日課の世界統一王者World Union Championさんとの対戦をうっちゃらかして、キャスターを滑すべらせて丸テーブルにやってくる。


    「言葉遊びですよ。音おんが同じ言葉を二つ掛けて遊ぶんです」


    「なるほど。修辞レトリツクのひとつだね。それならもしかしたら私が得意な分野かもしれない」


    　常識に疎うとい紫音さんのこと、「ダジャレ」とはなにか、そんなところから説明をはじめたわけだが、それで正解だったようだ。


    　腕うで組ぐみをほどいて、部長が言う。


    「カサをかさんか」


    「微び妙みようにパクリっぽくないですかそれ。なんか聞いたことありますよ」


    「なんですか？　いまなんの大会なんですかー？」


    　紅茶を満みたしたポットを手に、恵めぐみちゃんが皆のあいだを歩いて回ってゆく。


    「カサをよこさんか。どだ。これならオリジナルだろ」


    「部長すでにそれはダジャレじゃないです」


    「お茶をのまんか」


    　そう言ったのは恵めぐみちゃんだ。湯ゆ気げを立てる紅茶を残してもう次の人のところに向かっている。


    「あれもダジャレじゃないな。どちらかとゆーと脅きよう迫はくだな。──早くカップを空からにしろと」


    「にくを。くうこ。くう。」


    　綺き羅ら々らさんがぼそっと言った。そして、ひょいぱくひょいぱく、お肉をもりもり食べはじめる。一本、二本、三本……全部で九本の鶏とりの足が綺羅々さんの口に消えていった。


    「おー」


    　体を張ったダジャレに思わず拍手。さすがの綺羅々さんも口がハムスターの頰ほお袋ぶくろ状態だ。


    「おいタマ。なんか言え。おまえのＧグツＪジヨ部ぶ魂だましいを検定してやろう」


    「タマたまんねえ」


    　ゲーム機にうつむきながらタマがぼそっと口にした。


    「うむ。たしかにタマはたまらんな。その通りだな。だがサムさとしてはイマイチだな」


    「大だい福ふくのあんが、あ～ん、たまらないですー」


    　今日のお菓か子しは大福のようだ。恵ちゃんがいち早く手を付けてダジャレに変えている。


    「もうすこし待ってはくれまいか。いま考えているところなんだ。ううむ……これがなかなかに難なん易い度どが高くてね」


    　紫し音おんさんだけが、一人、ダジャレを出せずにいる。たぶん永えい遠えんに無理だろう。


    「そだ。ＧＪ部中等部の連中にもきいてみよう。えーと……、『第一回ダジャレ大会！　突然開催！　どんどんぱふぱふーっ！』……っと。ああもうチマチマめんどくせー……、送信っ」


    「そんなんじゃ誰だれにもなんにも伝わらないと思います」


    「そか？　けっこう通じるもんだぞ？」


    　中等部というのはシスターズのことだ。霞かすみとジェラルディンと聖せい羅らちゃんの三人だ。しかし京きよう夜やでさえわからなかった部長の奇き行こうに、彼女たちがついていけるとも思えないのだけど……。


    　と思っていたら、着信音が鳴った。驚くべきことにメールの返事はすぐに返ってきた。


    「〝ジルの汁しる〟……なんだこりゃ？　なんの汁だ？」


    「さむいと。はなに。つらら。できるよ。ひょうてんか。にじゅうどくらい？」


    「鼻汁かっ！　──しかし女の子として、どうなん、それは？」


    「カナダってそんな寒いところなんですか？」


    「次は聖羅からきたぞ。〝オレマン一秒ケガ一生〟？　ダジャレじゃなくて標ひよう語ごだなこれは」


    　聖羅ちゃんからのそれは、たぶん京夜に対する警けい告こく文ぶんだ。彼女の前でオレマンになったら、泣いたり笑ったりできなくしてやるということだろうか。


    「最後はキョロ。おまえの妹君ぎみからだ。〝残念だっていいじゃない。お兄ちゃんだもの〟──もはや標語でさえないなこれは。詩だな。しかし見事だ。ワビサビを表現しきっている」


    　第一回ダジャレ大会の優勝者は、不ふ本ほん意いであるが、霞のようだった。
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    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　窓まど辺べから吹きこんでくる初しよ秋しゆうの風に顎あご先さきを撫なでられながら、京きよう夜やはお絵かきに勤いそしんでいた。


    　大きな画用紙のスケッチブックと、二十四色のクレヨンセット。部室の隅すみのほうを漁あさると、本当になんでも出てくる。


    「はい。お茶です」


    「え？　あ？　……ありがと」


    　恵めぐみちゃんが紅茶を出してきてくれる。まだ暑さの残るこの季節は、紅茶といってもアイスティーだ。


    「今日はそれ。特別な葉っぱなんですよ。……と、く、べ、つ」


    　恵ちゃんが自分の下した唇くちびるの前でメトロノームのように指先を振った。


    　特別な葉っぱを出すときには、いつもしてくる仕し草ぐさ。


    　どう特別なのとか、値段いくらくらいするのとか、野や暮ぼなことは訊きかない。


    　天あま使つか家の輸入ルートは、それこそ本当に特別だから、訊かないほうがいいんじゃないかと、本気でそう思う。


    「でもなんで今日は特別なの？」


    「あのですね……。その絵本って……。それ、オレマンの絵本の続編……ですよね？」


    「えっ？」


    　京夜は思わず問い返した。


    　オレマンの絵本というのは、去年のクリスマスのプレゼント交こう換かんで京夜が出したものだった。


    　なんでか恵ちゃんはすごく欲しがっていた。でもゲットしたのは紫し音おんさんだった。恵ちゃんがすごく残念がっていたのを、京夜はいまだ覚おぼえている。


    「それオレマンの絵本なんですよねー？　執しつ筆ぴつがんばってくださいねー」


    「え？　違うけど」


    　京夜が言うと──。


    　恵ちゃんは、ずぅんと見て分かるほどに落ちこんだ。


    「いやあの……。ごめん」


    「いえ……、いいんです……」


    　足取りも重たく帰って行く恵ちゃんを見ながら、京夜が考えていたのは──。


    　すごい。天てん使しも落ちこむんだ。


    　とか。そんな不ふ謹きん慎しんなことだった。


    「オレマンの続編じゃないなら、それ、なんの絵本なんだわさ？」


    　隣となりで部長が言ってくる。


    　口にくわえたポッキーが言葉と一緒に上下に揺ゆれている。


    「ええっとですね。タマの話によく出てくるアンコちゃんっているじゃないですか」


    「おー。なんか聞かされるな。そんな名前。愉ゆ快かいな子らしいな」


    「その子がですね、うちのＧグツＪジヨ部ぶの皆のことをですね、だいぶ誤ご解かいして──」


    「お。なんだこれ？　この怪かい獣じゆう。いいじゃん。凶きよう暴ぼうそーじゃん」


    　スケッチブックの前のほうをめくっていた部長が、目を止めたのは、小さなキャラクターが破は壊かいの限りを尽つくしているシーンだった。


    「これこれ！　ここここ！　ここんとこー!!　どうせならもっと盛大に炎ほのおを吐はかせろよー！　焼き払えッ！　ぺんぺん草一本残すなー！」


    「こうですか？」


    　口から吐き出す怪かい光こう線せんを何本も増ふやした。火か炎えんを吐くときには背びれが光るようにもした。


    　蹴け飛とばした自動車がビルをぶっ倒すアクションを、余よ白はくを使って描き足たしてみる。


    「これはなんだ。いまの怪獣の内部図解かっ!?　すげえ内ない臓ぞうまで描いてあるぜ！」


    　部長は大喜びだった。……こーゆーの好きそうだし。


    「ところでこの怪獣。なんて名前なんだ？　きっとカッチョエー名前なんだろ？」


    「え？　……ひょっとして真ま面じ目めに言ってますか部長？」


    　目を輝かがやかせている部長に、京きよう夜やは訊きいた。


    「うん？　私はいつだってマジメ極きわまりないぞ？　……ん？　なんだ？　内臓の解説に……。『まおアゴ』──すぐかみつくぞ。『まおのう』──いがいとおとめチックだ。『まおカエンぶくろ』──にえたぎったとうこんがぎっしりつまっているぞ。『まおかんにんぶくろ』──かんにんぶくろのおはとってもみじかいんだ。……だとぉ？」


    「ええと。あの。……だからそれ怪獣じゃなくて。部長なんですけど」


    「なんだってー!!」


    　どしゅっとポッキーが壁かべに刺ささる勢いきおいで吹っ飛んでいった。


    「おま──おまっ！　なんつー！　ゆうにことかいて！　ひとを怪獣などとッ──!?」


    「僕は怪獣なんてひとことも言ってないですよ！　怪獣だって思ったのは部長で──」


    「天てん誅ちゆう──ッ!!」


    　がぶり、と凶暴なアゴが、肘ひじから先を消しよう滅めつさせるかという勢いで、かじりついてきた。


    　ほぅらやっぱりすぐに嚙かみついてくるー！


    「痛いたい痛い痛いです！　──うっわマジ痛い！　やばいです部長！　今日のはマジで痛たたたたっ！　やば！　やばいですって！」


    　怪獣を描いたつもりはなかったのだが──。


    　部長は怪獣として描いてしまっても、ほんとに、いいのかもしれない。
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    「まあまあ。真ま央お。怪かい獣じゆうの真央も、けっこうカワイイじゃないか」


    　紫し音おんさんがそんなふうにフォローしてくれた。世界統一王者World Union Championさんとの対戦を中断して丸テーブルにやってきて、紫音さんは、クレヨン絵本のスケッチブックをぱらぱらとめくってゆく。


    「そうですよー。かわいいですー」


    「本人の十倍イケてるです」


    「カワイイとかって、ゼッテー侮ぶ辱じよくだそれ！」


    「では強そうであると言い直してみよう」


    「強カワですよ。ツヨカワ」


    「ふむ。強いのか。つまりカッコイイということだな。ツヨカワ許きよ可かだ」


    　可愛かわいいという一般的な褒ほめ言葉が侮辱になるのも、強いこと＝カッコイイのと、部長の短たん絡らく思考は、あいかわらずよくわからない。とりあえずこれ以上嚙かまれないとわかって、京きよう夜やは安心した。椅い子すを起こして丸テーブルへと帰き還かんする。


    「この絵本は。あれかな。真央だけではないのかな。他にもカワイイ生き物がたくさん出てきているようだね」


    　絵本をめくりながら紫音さんが言う。


    「ああ。それなんですけど。アンコちゃんって、タマの話によく出てくる子がいるじゃないですか。その子に見せようと思いまして。うちの皆を紹介──」


    「あっ！」


    　説明しようとした京夜の言葉は、紫音さんが突然あげた大声に打ち消されてしまった。


    「これ！　カワイイ！」


    　女子高生みたいに甲かん高だかい声をあげて、紫音さんは絵本にがばりと覆おおいかぶさった。


    「なにかななにかな？　このカワイイ生き物は？　なにかななにかな？」


    「かわいーですー」


    「タマこれクラゲに見えます。ぜったいクラゲですよこれ」


    「逆さかさまになった〝空飛ぶオムツ〟に五〇ゴールド」


    「きっと新種のイキモノに違いない。学会に報告せねば」


    「なんの学会なんだよそれ」


    「日本キモカワ非ひ実じつ在ざい生物学会だ」


    「なんでもあるんだな学会って」


    　このへんでお肉を食べていた綺き羅ら々らさんも、一人寂さびしくソファーに座っているのに耐たえきれなくなったか、のそのそとお肉のお皿ごとやってきた。


    　絵本を覗のぞきこんで、「するめ？」とか首を傾かしげている。


    「えー？　僕そんなにヘタですか？　さっきも怪かい獣じゆうと間違えられちゃったし……」


    「いやそんなことはないよ。自信を持ちたまえ。君には抽ちゆう象しよう画がの才能がある。ところでモチーフはなんなのかな？　このカワイイ生き物の？」


    「え？　……ひょっとして真ま面じ目めに言ってますか紫し音おんさん？」


    　目を輝かがやかせている紫音さんに、京きよう夜やは訊きいた。


    「もちろん大真面目だとも。じつはうちの五ごー兄にぃは絵かい画がのマイスターでね。こんどうちに来てくれたまえ紹介したい。なんなら今夜どうだろう。五兄ぃはちょうど個展から帰ってきているところなんだ。二にー兄にぃもいまなら家にいるから夕食はスペシャルなフルコースを期待して──」


    「遠えん慮りよします」


    　京夜は言った。お兄さんとかに会ったら絶対コロされる。だいたいそれは抽象絵画でもない。


    「そうか残念だ」


    　紫音さんはそう言うと、スケッチブックに戻もどっていった。


    「おお！」


    　次のページで、また歓かん声せいをあげる。


    「なんと！　脳のう内ないチャートまで図解されているのか！　ええと。なになに。大だい脳のう前ぜん頭とう葉ようから頭とう頂ちようにかけておよそ五十パーセントほどは〝非常識〟なのか。ふむ。そして残りの三十パーセントほどが天才成分で出来ているわけだな。この生物は。さらに十パーセントほどが〝こたつ〟で。もう十パーセントがカップ麺めんだ。私が思うに、この新生物は、天才性と非常識性とが共きよう存ぞんしている希まれな性質を持った生き物であり、さらにコタツ好きでカップ麺好きでもあるようだ」


    　京夜は頭を抱かかえてテーブルに伏ふせていた。現実から激しく逃とう避ひしている最さい中ちゆうだった。


    「これって気がつかねえもんなのかな？　すごいな。人間って」


    「わかっててプレッシャー掛けてるならタマすごいと思うです。尊敬するです。でも紫音ねーさんはそういうのと違うです。りっぱな天てん然ねんモノです」


    「うん？　なにを言っているのかな。真ま央おは。あとタマも？」


    「このカワイイ生き物のお名前ー。書いてありますよー。ほらここに〝しおんちゃん〟って」


    「しおん……、ちゃん？」


    　紫音さんの眉み間けんに縦たて皺じわが寄る。美び貌ぼうが歪ゆがむ。ようやく紫音さんも事ことの次し第だいに気づいたようだ。


    「ふふふふふ……。どうやらキミには〝おしおき〟をせねばならないらしい」


    　頭を抱えていた京夜の腕うでが、片方、持っていかれた。


    　手首と肘ひじと、それぞれをぎゅっと握にぎられる。固定された腕の、ちょうど真ん中あたり──肉付きのいいところに、紫音さんが、あーんと口を開く。


    　かぷり。


    　嚙かまれた！　紫音さんに、はじめて嚙まれた！　紫音さんまで嚙んできた！
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    「なんだか、お姉ちゃんみたいですー。紫し音おんさん」


    　恵めぐみちゃんがニコニコと笑っている。


    　がじがじと歯に苛さいなまれて、京きよう夜やは身み悶もだえしているわけだが、恵ちゃんの《天てん使しアイ》には、やっぱり微ほほ笑えましい光景として映うつっているに違いない。


    「どうだい。まいったかい」


    　ようやく口を離して、紫音さんがそう言った。ハンカチでまず自分の口元を拭ぬぐってから、そのハンカチを京夜に差しだしてくる。


    「シイ。容よう赦しやねーなおまえ。あーあー。歯形ついちゃってるよ」


    「キミがそれを言うかな。真ま央お」


    「センパイなんで地じ雷らい踏み抜いてるですか？　これってＧグツＪジヨ部ぶのタブー第二回どんどんぱふぱふーとかですか？　ひょっとしてセンパイ、命をもって、タマになにか教えてくれてます？」


    「いやあのね。僕はべつにね。みんなに見せるためにこれを描いているわけじゃなくてね。ましてや嚙かみつかれるために描いているわけでもなくてね。タマがよく言っているあの子に──」


    「アンコですか？」


    「そう。その子に見せるために描いてるんだから。──もうっ！　だからもうみんな見ないでくださいよ！　僕もうこれ以上歯形増ふやしたくないですよ！」


    「怒った──怒ったぞ！　平和主義者のくせに怒ったぞ！」


    「ああっ……、まだぜんぶ見てないですぅ」


    　スケッチブックを閉とじようとした京夜の手と、スケッチブックを押さえようとする恵ちゃんの手とが、重なりあってしまった。


    「あっ──。ご、ごめん！」


    　慌あわてて手を引っこめた。


    　女の子の手は、びっくりする柔やわらかさだった。


    「四しノの宮みや君。そんなこと言わないで、見せてくださいよぅ」


    「いやだけど。そこのページからは……」


    　部長、紫音さんときて、その次の順番はＧＪ部のローテーション的にいえば恵ちゃんであって……。もちろん絵本の紹介ページも、その順番で描いてある。


    「わー。この子なんですかー？　妖よう精せいさん？　可愛かわいいですー。頭にお花が咲いてますよー？」


    「いや……。あははははー……。そ、そうだね……。可愛いよね」


    「いつ気づくか見み物ものだなこれは」


    「ふむ。まったく興味深い。とかく人間というのは驚きと神しん秘ぴに満みちているね。どうして自分のこととなると、こうまで分ふん別べつを失ってしまうのだろう」


    「おまえが言うかおまえが」


    「真ま央おだって言えないはずだよ」


    「はいはい。外がい野やの方々は黙だまっていてください。あなたたちの出番はとうに終わってるんです」


    　京きよう夜やは疲れた声でそう言った。ページをめくる恵めぐみちゃんに顔を向ける。


    「妖よう精せいさんはぁ……、ケーキも得意なんですねー。妖精仲間さんたちにあげてますー。え？　でも料理はできないんですか。ごはん作れないんですかぁ。どこか抜けてる子なんですねー」


    　抜けてるとか言ってるし。自分で。


    「あっ……、妖精さん、なんかホースのついてる……、これノズルでしょうか。ガソリンスタンドにあるような。それでお友達の口に液体を、どぼどぼとぼどぼ……。だめ～っ。やめてあげて～っ。お友達が死んじゃう～」


    「死ぬまではなかったけどね。僕の実じつ体たい験けんとして。──てか。誰だれか言ってあげてくださいよ」


    「あれあれ？　妖精さん、体重計にのってます。落ちこんでます。そんなに落ちこんじゃうほど重たいんでしょうか～？　妖精さんって……？」


    「そこ体重五十って書いとけよ」


    「あ。実データなかったんで助かります」


    「うむ。ノンフィクションにデータは重要だね」


    「ないです！」


    　突とつ如じよ、恵ちゃんが大声をあげた。


    「昨日お風呂出たときにタオルもキャップもぜんぶ外はずして計ったら──四十九・九キロでした！　ウソです！　この絵本には真実と違うことが書かれています！　ウソよくないです！」


    「じゃ真実だけ書くか。二週間前には五十の大台を、なんと、〇・五キロも超こえていて──と、これなら事実であり真実だな」


    「医学的にはＢＭＩ値ちというものがあってね。それによれば恵君。君の現在の五十キロという体重は身長に照らし合わせればＢＭＩ二〇に相当するから、これは充分に痩やせていると──」


    「だからないです！　ないんです！」


    「おまえチチでかいから体重的にゃ損そんしてるよなー」


    　部室はしばらく大混乱となった。


    　取り乱した恵ちゃんが落ち着きを取り戻もどすには、しばらくかかった。


    「さぁ～～っ、四しノの宮みや君～っ、……覚かく悟ごはいいですかぁ？」


    　右みぎ腕うでにしてもらおうか、左腕にしてもらおうか、一個ずつ歯形のついた腕を見比べて、どちらでも同じだということに気がついて、京夜は片腕を差しだした。


    　かぷかぷ。


    　天てん使しに嚙かまれた。
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     クレヨンの日・綺羅々
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    「ねこ！」


    　スケッチブックを渡された綺き羅ら々らさんが、ページをめくって声をあげた。


    「ああ。はい。そうですねー。猫ねこですねー。でも猫科ですけど。もっと大きいほうですねー」


    「とら？　これ。とら？　とら？」


    「ええまあ。虎とら縞じまですから、たぶんトラなんだと思いますよー」


    「きらら。とら。すき。」


    　綺羅々さんが虎縞のユニフォームの球団を応援していることも知っている。


    「わかってねーのかー。ねーんだろなー。やっぱこれー。そうだよなー。なぁどう思うよ？」


    「かように人間とは驚きに満みちたものであるわけだね」


    「いやキララの場合、単にハナシ聞いてなかっただけなんじゃね？」


    「トラねーさん、いまも聞いてないですよ。ねこまっしぐらで絵に夢中ですよ」


    「お茶淹いれてきますねー」


    　歯形ってみんなそれぞれ形が違うんだなぁ。腕うでを眺ながめて感かん慨がいに浸ひたりつつ、恵めぐみちゃんを見送る。


    「とらは。じゃんぷ。する。にかいから。でる。はいる。でる。はいる。いか。えんどれす。」


    　綺羅々さんは皆に解説でもするかのように、絵を見て語ってくれる。


    　よかった伝わっている。なるべく絵だけで描くことにこだわって苦労したのだ。幼よう稚ち園えんの子供にでもわかるようにと──。アンコちゃんに見てもらうつもりだったから──。


    「とらは。いつも。おにく。たべます。にくしょく。もりもり。」


    「喰くってるよな。ホント。いっつも」


    「とらは。おさけ。よわいです。おおとら。なる。みんなを。ぺろぺろ。たいへんたいへん。」


    「あー……。そんなこともあったっけな」


    「真ま央お。忘れようと言ったじゃないか」


    「ノーカンだよな？　な？」


    「な。なぜ私に訊きく」


    　部長と紫し音おんさんとがげっそりとした顔を見合わせている。以前、綺羅々さんがウイスキーボンボンで酔よっぱらったとき、キス魔まと化した綺羅々さんに二人は襲おそわれていた。


    「とらに。さいきん。いもうとぶん。できました。わんぱく。こねこ。」


    「妹いもうと分ぶんって、だれのことです？　──ってタマほんとはわかってますよ。様よう式しき美びってやつです」


    「こねこ。にんきもの。とらは。じぇらしー。めらめら。」


    「あーそこんとこ僕の主観ですから。事実は違うのかもしれません」


    「いや個人にとっては主観こそ真実であるともいえる。かのプラトンも唯ゆい心しん論ろんを説といている」


    「とらの。じゃくてんは。におい。かがれること。………。」


    　陽気に読みあげていた綺き羅ら々らさんの声が、ぴたりと止まる。


    　いーかげん、そろそろなんじゃないかと思っていたら──。


    「きょろ。」


    　低い声で、名前を呼ばれる。


    「は──、はいっ。な、なんでしょう？」


    「これ。とら。ちがう。………。これは。きららのこと。」


    「えー。まー。そういう解釈もできるかもしれません」


    「きょろ。うそついた。うそ。いけない。」


    「え？　えええ？　いつウソつきました？　てか怒るところ、そこですか？」


    　綺羅々さんの顎あごが、ぐおおと、大きく大きく、ひたすら大きく開いてゆく。


    　大型猫ねこ科肉にく食しよく獣じゆうに嚙かまれた！　頭ず蓋がい骨こつを嚙まれた！　丸かじりだった!!


    「うお──！　おま──やめやめ！　キョロが死ぬ。死んじゃうってバカおまえキララ──！」


    　皆に手伝ってもらって、すっぽん──と、顎を外はずしてもらう。


    　頭に残る本日最大級の〝歯形〟に、救急箱の消毒薬をちょんちょんと付けてもらいながら、京きよう夜やは今回もヘビーローテーションが過ぎ去ってくれたことに、とりあえず安あん堵どしていた。


    　しかし──。とほほ。


    　手て加か減げんがほしかった。恵めぐみちゃんみたいに甘あま嚙がみがよかった。


    「センパイ。センパイ。──タマのはないんですか？　タマひとりだけのけものですか？　ミソッカスいくないですよ。タマのも書きやがれですよ」


    「え？　あるわけないよ。だってそれアンコちゃんに見せるやつだよ？　なんかうちの皆のこと誤ご解かいしているみたいだから。こうして絵本で解説しようと──」


    「アンコって誰だれですああ友人Ａのことですね。センパイその情報はもう古いです。あれはじつはキョウコと読むらしいのです。友人Ａは最近はキョウコにクラスチェンジしやがったのです」


    「おま漢字読めないんか」


    「いやアンコちゃんでもキョウコちゃんでもどっちでもいいけど」


    「流したぞこいつ」


    「だからその幼よう稚ち園えん児じのアンコちゃんに見てもらうためにね──。僕はね──」


    「アンコ。タマのクラスメートですよ？　幼稚園じゃないですよ？」


    「えっ？　いやでもずいぶん幼おさない感じに言ってなかった？　だから幼稚園くらいだと──」


    「女子高生です。ギャルです。ＪＫです。ちょりーすって言うですよ」


    「うそお」


    　京夜は両の頰ほおを手で押さえて〝ムンクの叫さけび〟のポーズをした。


    　じゃあこれまでの苦労って、いったい──。四回嚙まれて。みんなに嚙まれて。
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     夏祭り
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    「うちのところの夏祭りって、そろそろなんですよー」


    　二学期が始まったばかりのある日、なんとはなしに京きよう夜やはそう言った。


    「ほほう」


    　夏休みの間も、祭りと聞けば浴衣ゆかたで出動していた部長が、すぐに反はん応のうを示してくる。


    「だがもう九月だぞ？　夏祭りってゆーのは、ふつー、夏にやるもんじゃないのか？」


    「そうなんですけどね。なんでか、うちの地元のお祭りは、こーなんです」


    「あれか？　ワタアメあるのか？　金魚すくいはどうだ？　りんご飴あめは？」


    「金魚さん、五ご郎ろうさんまで、もういますよー。森もりさんにお願いして水槽大きくしてもらわないとー。お引っ越しですねー」


    　恵めぐみちゃんのお盆ぼんに載のせられているのは、からからと氷が音を立てるアイスティーだ。


    「お店とか。そういうのはあんまないですねえ。ちっちゃい公園なんで。町内会のお店でヤキソバとかフランクとかなら出ますけど。あと盆踊りとか。金魚すくいは今年はあるのかな？」


    「けどなんで九月に夏祭りなんだ？　それは秋祭りというべきではないのか？」


    「さあ。なんでなんでしょうね」


    　部長と違って京夜はそういうところにはあまりこだわらない。


    「夏祭りの起き源げんは盆踊りにあるわけだけど。本ほん来らいは旧きゆう暦れきの七月十五日に行おこなわれていたものなんだ。旧暦は太たい陰いん暦れきであるから月の運うん行こうに則のつとったものであり、十五日というのは、必ず満月となっていたわけだ。満月の明かりのもとで夜通し踊るというお祭りだったわけだね。その旧暦の七月十五日を現在の暦こよみである新しん暦れきに換かん算さんすると、一か月から一か月半の遅れとなる。だから旧暦の七月十五日というのは、新暦では九月初しよ頭とうとなってもおかしくはないわけだ」


    「ほー。へー。はー」


    　紫し音おんさんの雑学知識は、ためにはならないが、知的好こう奇き心しんを刺激してくれる。


    「お神み輿こしとかでるのか？　山だ車しとかはどうだ？」


    「ええ出ますよ。霞かすみも去年までは小学生で山車を引いてました」


    「──あのウワサは本当かっ？　山車を引くとお菓か子しがもらえるとゆーウワサはっ!?」


    「ええ本当ですよ。袋ふくろの詰つめあわせがもらえます。小学生限定ですが」


    「行こうかな」


    　部長がぽつりとそう言った。小学生限定の部分はスルーして、言いきった。


    「いやでも。御輿もあるんだよな。あれもかついでみたいんだよなー。ほれ。法はつ被ぴ着てカッコいーじゃん？」


    　背せが届かないんじゃないか──という懸け念ねんは口にせず、かわりに京夜は別のことを言った。


    「うちの御み輿こし。ふんどし祭りなんですけど」


    「は？」


    「ですから〝ふんどし祭り〟です。男女均等で平等で、みんな、ふんどしで御輿をかつぐんです」


    「なんだと！　破は廉れん恥ちなっ！」


    「ですので霞かすみも引いん退たいです。御輿は、さすがにもう、かつげないと──」


    「ふざけるな！　ハレンチな！」


    「ええはい。そうですね」


    「セクハラだ！」


    　何度も同意しているのだが部長の怒いかりは収おさまらない。〝ちゅー〟は禁止だということは知っていたが、〝女フンドシ〟も禁止だったようだ。当然か。


    「出たくない人は出なくていいんですよ。うちも霞はリタイアですし。うちのクラスの女子でも参加するのは、高こう坂さかさんに倉くら橋はしさんに神かん崎ざきさんに新しん城じようさんに──あれ？　けっこういるなぁ」


    〝超ちよう雄おす〟こと新城君の周辺で、なんか張りあうように大勢いる。


    「セクハラだ！」


    　部長の怒りはまだ収まらない。


    「四しノの宮みや君は、かつがないんですかー。おみこし？」


    　いつのまにか減っていたアイスティーを注つぎ足しにきながら、恵めぐみちゃんが不意に言ってくる。


    「え？　いや僕は……。横よこ溝みぞからも毎年誘われるんだけど……。ちょっとね」


    「ぜ、ぜひ参加したまえ」


    　紫し音おんさんが詰つめ寄ってくる。なんだか恵ちゃんと二人でテンション高い。


    「自分は穿はかないフンドシをオマエは私に穿かせようとしているのか！」


    「ですから参加しなけりゃいいじゃないですかー」


    「センパイ御輿かつぐですか。あれタマのとこの境けい内だいにも寄るですよ」


    「だからかつがないってばー。みんな人の話きこうよー」


    「おにく。でる？」


    「氏うじ子こさんとこに次々寄ってゆくですよ。焼き鳥とか振る舞われるですよ。死ぬほど飲み食いさせられるですよ。未成年だとビールＮＧなんでジュースですケド」


    「ほらキョロ君。焼き鳥が貰もらえるようだぞ。ぜひ出たまえ」


    「ジルと。いく。」


    　綺き羅ら々らさんが乗り気になっている。部長は怒っていて、恵ちゃんと紫音さんはテンション高くて、ＧグツＪジヨ部ぶの部室はまさに混乱を極きわめた。


    「セクハラだ！」


    　部長の怒りはまだ収まらない。その日、一日、部長は時とき折おり思いだしたように「ふざけるな！」とか、天てん井じように向かっていきなり叫さけんでいた。
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     戦隊もの
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    「やっぱ、まーちゃんはレッドですよね」


    　とある秋の一日。タマが突然、そんなことを言いだした。


    「紫し音おんねーさんがブルーで。きららっちは黄色なのです。メグねーさんがピンクだから……」


    　京きよう夜やはちょっかいを出さず、タマの一人遊びを楽しく眺ながめていた。


    　なんの遊びかは知らないが、どうも皆に色を割りあてているようである。その色は皆のイメージに合っていると思った。べつに異い議ぎもない。紫音さんはクールな青で決まりだろう。恵めぐみちゃんがピンクでないなんて言う人がいたら、小こ一時間ほど論争する用意がある。


    「わたしの好きな色はオレンジなのだが」


    「オレンジなんて聞いたことないですよ。却きやつ下かですよ。まーちゃんは赤に決まりです。赤はリーダーの色なのです」


    「そうか。リーダーの色か。なら私は赤で決まりだな。それ以外にはないな」


    　異議を唱となえた部長だが、丸めこまれて納なつ得とくしている。


    「ええと。残る色は……、はう！　するとタマがグリーンですか！　いくないですよ！　センパイチェンジしやがれですよ！　センパイはイメージ的にグリーンにぴったりですよ」


    「緑好きだし。チェンジしてもいいんだけど。だけどなんの色なの？　それって？」


    　傍はたで眺めているだけの立場から、遊びのなかに参加する。


    「タマのクラスにおバカ戦隊がいるですよ。やつらと対決するですよ」


    「ふうん。対決するんだ」


    　まだよく話が見えてこない。


    　タマの話は、たとえぜんぶ聞きおえたとしても、やっぱり見えない可能性が高い。


    「楽しそうですねー。なんの遊びなんですかー」


    　恵ちゃんがお茶を淹いれにきてくれた。


    「いやぁ。まだよくわかんないんだけど。恵ちゃんはピンクなんだって」


    「ピンクですかー。大好きですよー」


    「恵君のイメージカラーがピンク色であることに異い論ろんはないね。ピンクという色の持つグローバルイメージは、優やさしさ、可愛かわいらしさ、愛情や感謝などだ。まさに恵君にふさわしいといえる」


    「褒ほめてもなんにも出ませんよう」


    　と言いつつ、クッキーが出てくる。


    「グローバルイメージって、なんですか？」


    　皿の上からクッキーを一枚もらいつつ、京夜は紫音さんに訊きいてみた。


    「色というものに対する共通感性を、我われ々われ人類は持っているようだ。民族や文化によって多少の違いはあれど、ある色に対して、誰だれしもが共通したイメージを持つ。この原因は文化的なものにあるというソフトウエア説と、視し覚かくや脳のうの構造に組み込まれたハードウエア説と、二通りあるのだけど、まだ決着はついていないね。おそらくあと数十年は未解決のままだろう」


    「はあ」


    　なんでだろう。紫し音おんさんの話はすぐに人類レベルの話になってしまう。


    「──で、おバカ戦隊ってなんなの？　タマ」


    　タマのほうに話を戻もどした。タマの一年生のクラスの身み近ぢかなほうの話だ。


    「バカレッドとバカイエローがいるですよ。レッドは熱血でウザいのです。クサいのです。バカイエローはカルいのです。カレー大好きなのです。弁当箱の中身が毎日カレーです。信じらんないです。漏もれてるですよ！」


    「はあ」


    　よくわかんない。バカレッドというのは、アレのことだろうか。……あいつ。ぎうにうナイトこと──赤あか井い烈れつ斗と。たしかにアレは熱血でウザい。


    「スカしブルーは、スカしてるやつです」


    「まんまだね。それ」


    「イケメンです。女の敵です」


    「男の敵でもあるんじゃないかな。イケメンだと。……ばくはつしろ、だったっけ？」


    「四人目はへたれグリーンです。へたれているやつです。おまえ中二にカエレとか言いたい感じのガキんちょです。はてしなくミソッカスっぽくてオマケ的なナニカです」


    「ちょ──僕が緑色だとか、さっきタマ言ってなかった？」


    「ふはははは。キョロはへたれているのか。ぴったりだな。私なんてリーダー色だぞ」


    　部長がなんか喜んでいらっしゃる。


    「最後の五人目は紅こう一点です。お色気ピンクです。ビッチピンクともいうです」


    「ビッチって……」


    　ちらりと恵めぐみちゃんを見る。傷きずつかないか心配だったが、次のお茶の準備に掛かっていて、聞こえていないようだ。──よかった。


    「どうして対決しているの？」


    「理由なんかいらんのです！　とにかく！　すくてきなのです！」


    「はあ」


    「すくてき。は。……のってない。」


    　しばらくしてから、綺き羅ら々らさんが辞書を引いてそう言った。


    　たぶん載のってないはず。なぜなら〝宿しゆく敵てき〟の間違いだろうから。


    　とりあえずわかったことは──。


    　タマの一年生のクラスは、楽しそうなところだということだった。
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     性転換
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    「ほらサ。性せい転てん換かんネタってさー。よくあるじゃん？」


    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　部長がつぶやいたことの意味を、京きよう夜やはしばらく考えてみた。


    「ええとつまり。男の子が、ある朝起きたら、女の子になってたりするようなやつですか？」


    「ちがうちがう」


    　部長は床ゆかに届かない足をばたばたやって、ポッキーの箱を「ん」とばかりに突つきつけてきた。


    　一本よりは多く、三本よりは少なく──二本というまさに中ちゆう庸ような本数を、京夜は正しく抜き取った。一本だと「遠えん慮りよすんな」と言われて、三本だと悲しげな顔をされる。


    「登場人物が、みんな性別逆転してるやつ。男のやつは女になってんの。それで女のやつは男になってんのオモシロイの。そーゆーの、なんつったっけ？　スピンオフ？」


    「あー、あるかもですね。でも〝よくある〟とかいうから違うの想像しちゃいましたよー」


    　こっそり言げん外がいに抗議を込めてみたのだが、部長は「そだろ」とばかりにふんぞり返って、ぜんぜん気づいちゃくれない。


    「でもどっちもライトノベルじゃあんまりないですね。マンガでもないかな。このあいだあったかな。あー思い出した。でもそれは登場人物の中身が入れ替わっちゃったやつでした。いわゆる人じん格かく交こう換かんです。去年うちの部で流は行やったようなやつです」


    「はやったって？　なにが？」


    「部長と紫し音おんさんとが入れ替わるやつですよ。頭ぶつけたら──って」


    「ああ。愉ゆ快かいにだまされていたっけな」


    「なりすましが完かん璧ぺきだからですよ」


    「真ま央お学がくの第一人者は控ひかえめに言っても私だろうからね」


    　紫音さんが得意な顔で参戦してくる。恵めぐみちゃんもポットを手に肩かた越ごしに振り返ってきた。


    「私はどうですかー？　十六年間お姉ちゃんと一緒ですよー？」


    「恵ちゃんには美び談だんしか見えてないからダメだと思うよ」


    「んで性別逆転だが。シイのやつが男になると思え。男だけど、髪型がポニテだったりすんの」


    「あー。凜り々りしい系の美び形けいさんになりそうですねー」


    　京夜は想像してみた。若わか侍ざむらい風？　紫音さんからカッコいいところだけを抽ちゆう出しゆつして、いい感じ。


    「部長は男になっても、やっぱちっちゃいところは、そのままなんでしょうか？」


    　腕うでを差し出しながら京夜はそう言った。意外なことに嚙かまれなかった。


    「短ラン着て番長ってのどーだ？　小さくても番長。──どだこれはギャップだろ。萌もえだろ」


    「番長ってそれ死語ですよ。僕見たことないですよ。校長先生が新任教師だった時代にはうちのガッコにも実じつ在ざいしたみたいですけど」


    「きらら。おとこ。なるの？」


    「大男になるだろうな。縦たてにも横にも大きかったりしてな。でも優やさしいんだこれが」


    「ん。六ろく兄にぃを美び形けいにしたような感じだろうね」


    「美形ってところ、そこは外はずせないんでしょうか。なんか美形でなければ男子にあらずっていう風潮──平均かつ平凡な一男子としては、物もの申したい感じなんですけど」


    「ダメだなそこは外せんな」


    「はあ。わかりました。──ではキララの♂オトコ版は、気は優しくて力持ちってことで」


    「わたしはわたしはー？　どんなんですかー？」


    「タマはあれだな。こまっしゃくれた後こう輩はい♂になるだろうな。ぜったい」


    「なんですかタマも出演するんですかそれ。出演料取っていいですか」


    「きっとちっちゃいんでしょうね。背が低いことにコンプレックス持っていたりして」


    「カワイーじゃん」


    「タマそんなにちっちゃくないですよ。コンプレックスもないですよ。捏ねつ造ぞうカンベンですよ」


    「つまりいわゆる〝超ちよう正常刺激〟というやつだね。動物の行動学でいうところの、現実よりも極きよく度どに誇こ張ちようされた状態のほうが、より強い刺激値ちを生じるというもので、これは蝶ちようや鳥などの求愛行動によく見られ──」


    「わたしはなんですかー？」


    　紫し音おんさんの学説を、しばらくスルーされていた恵めぐみちゃんが、ぶった切りにかかる。


    「おまえはいつもニコニコ聖せい人じんだ。仏ほとけ様さまの顔してるやつ。あだ名は〝ブッダ〟だ。そして皆に緑りよく茶ちやを振る舞うのだ」


    「そこ、紅茶じゃなくて緑茶になるんですね」


    「ええっ……、紅茶だめですかー？」


    「僕は緑茶も好きだけど。今年の夏は冷やし緑茶がおいしかったです。ティーバッグを入れておくと綺き麗れいなグリーンになって──」


    「わたしだめですかー……？」


    「いやべつに恵ちゃんだめなんてひとことも言ってないけど」


    「さーて最後の一人は、我われ々われを好きに魔ま改かい造ぞうしてくれたオマエなわけだが。──オマエの場合は♀オンナになるわけだな。我わが部の紅こう一点だ。皆のアイドルあるいはオモチャだ」


    「オモチャなところ、そこだけは変わらないんですね」


    「名前は──キョロ子だ！」


    「あわてんぼさんで、どじっ子で──あとどんな属ぞく性せいが必要なんでしょう？」


    「すぐ真まっ赤かになるのだ。免めん疫えきないのだ。カワイーのだ」


    「それ部長じゃないですか。──って、痛いたい痛い痛い痛い、うっわマジ痛いです部長おぉ！」
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     タマ鍋
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    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　部長がマンガ雑誌から顔をあげて、部室のなかを見回した。


    「あれ？　タマどこだ？」


    「は？　なんですか？」


    　京きよう夜やはゲーム機に顔を落としたまま、部長に言った。


    「──そこにいるじゃないですか」


    　さっきからずっとタマは和のスペースの畳たたみの上にいる。なにもない畳敷じきのどのへんを気に入ったのやら。タマはよくそこで大の字になって昼寝をしている。


    　そして京夜は忙いそがしかった。


    　いま話題になっているそのタマのキャラの装そう備びを調ととのえているところだ。最後の素材がなかなか出ない。もう二日も出ない。


    「だからいねーってばよ。見てみろよ」


    　ゲームをポーズして、しかたなく顔を向けた。


    「あれ？　ほんとだ」


    「うそ言ってどーする」


    「ええと……。引っかかった引っかかった！　やーいやーい！　──って、はしゃぐとか？」


    「子供か。私は」


    　コドモだよね、とか思いつつ、京夜はタマを目で捜さがした。


    「ねえ恵めぐみちゃん。タマそっちから出ていった？」


    　揺り椅子ロツキング・チエアーを揺ゆらす恵ちゃんに訊きいてみる。秋の名めい物ぶつ、文化祭の編あみ物の無人販売のために、恵ちゃんはこのところ編み物に凝こっている。


    「いいえー。あれれ？　いないですねー。さっきまでは、おねむさんでしたのに」


    「ねえキララさん？　タマ窓から出ていったりしましたか？」


    　つぎに京夜は、ソファーで食事中の綺き羅ら々らさんに訊いてみた。口にくわえたお肉ごと、綺羅々さんは、首をふるふると振った。


    「窓から出てゆくかっつーの。キララじゃねぇって。あとネコじゃねえって」


    「ネコですよ」


    「そうか。ネコだな。じゃあ窓から出ていったりするかもな」


    「たーま、たまたまー……、たーま？」


    　とりあえず声で呼んでみる。


    「だからネコじゃねえっての」


    「ネコですよ」


    「そうか。ネコだっけな。──おーい、ターマ、タマタマーっ……？」


    「これは難なん問もんだね」


    　紫し音おんさんが言った。


    「この部屋の出入り口はすべて閉とざされていた。そして被害者の出入りを目もく撃げきした者はいない。なのに彼女は消えた。それはなぜか？」


    「被害者になってるし」


    「外に行って危あぶない目にあってないか心配ですよ」


    「被害の想像してるし」


    「部長は心配じゃないんですか？」


    「ノラはノラで逞たくましく生きてくもんなんだよ。ポテチをたかる相手をまた新しく見つけて、逞しく生きてゆくさね」


    「たかられていませんって。後こう輩はい思いなだけです」


    「におい。あるよ。」


    　綺き羅ら々らさんがそう言った。すでに骨になってるお肉をしゃぶって、さらに綺き麗れいにしてゆきながら、ぽつんと言う。


    「どこですか？」


    　耳に見える癖くせっ毛が、ぴくぴくと動いた。部屋の一いつ角かくが指し示される。


    　皆でそっちに行ってみると──。


    　タマがいた。


    　横になって手足を丸めて、体で「Ｃ」のかたちの輪わっかを作って、すうすうとよく寝ていた。


    　ただし段ボール箱の内うち側がわで。


    （……そういや、昔、インターネットでこーゆーのなかったっけか？　ネコが鍋なべんなかで寝てるやつ）


    （あー。流は行やりましたねえ）


    　寝ているタマを気き遣づかって、皆で小声になる。


    （タマちゃん鍋ですー）


    （誰だれかハンディカメラ持ってこい。撮とらないでおくには、これは惜おしすぎる）


    　紫音さんがカメラを運んできた。三さん脚きやくでしっかり固定されてＨＤ画像で撮さつ影えいが始まる。


    （でもなんで段ボールの中なんでしょうね）


    （さあな。暖かいんでね？）


    　段ボール箱で窮きゆう屈くつに眠るタマの動画は、後ご日じつ、インターネットに公開された。閲えつ覧らん回数のカウンターは数十万を記録した。文化祭ではＤＶＤ販売もされて、こちらも大人気となった。


    　題タイトルは──「タマ鍋」。
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     さがしもの
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    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　だけど今日は、いつもと違うことがひとつだけあった。


    　タマがうろうろ、きょろきょろと、部室のあちこちをさまよっては、不ふ審しんな行動を取っているのだ。


    　あっちに行っては、棚たなの引き出しを、開あけては閉しめる。


    　こっちに行っては、本をどかしてノートを持ちあげてはおろす。


    　そして恵めぐみちゃんのところに行って、紅茶基地にあるガラス瓶びんをずらしてみたり、カップを動かしてみたり、砂時計の場所を変えてみたりと──。


    　でたらめなことをやっているようでいて、なんだか、似たようなことをやっている。


    　いったいなにをしているのだろう？


    　京きよう夜やは頰ほお杖づえをついて、タマの奇き行こうをぼんやりと眺ながめていた。一人遊びしているネコを見つめる気分だ。


    　タマはそのうち綺き羅ら々らさんのところに行った。お肉を食べている綺羅々さんの空あいている片手を持ちあげて、そして下おろす。


    　綺羅々さんのほうは、ぜんぜん気にせず食べつづけている。むきゅー、ぷっちん、もぐもぐ、ごっくん、と、タマのほうを見もしないで食事を続ける。子こ猫ねこにじゃれつかれた大トラがなんにも気にしないとか、そーゆーかんじ。


    　しかし本当にタマはさっきからなにをやっているのだろう。


    　見守るつもりでいた京夜だったが、どうにも気になってきてしまって──。


    「ねえタマ。──さっきから、なにやっているの？」


    　ついつい、訊きいてしまった。


    「見てわかんないんですか」


    「えーと。見てわかんないから訊いているわけだけど」


    「カメラ捜さがしているですよ！」


    「ああ。なんだ」


    「なんだじゃないです。タマの大事なカメラがないのです。あれ高かったのです。お年玉をはたいて買ったのです。五千枚くらい写真入っているですよ。センパイのモエモエ写真だって入っているです。見つからなかったら永えい遠えんにロストしちゃうですよ。たいへんなのですよ！」


    「それはたいへんだねえ」


    　あまり身の入っていない返事を京夜は返した。寝顔とかを撮とられた〝モエモエ写真〟に関しては、正直、ロストして欲しいところだ。


    「なんですかセンパイ！　ひとごとみたいに！」


    　ずびっと人差し指を突つきつけて、タマは言う。


    　ひとごとなんだけど。


    「いつもみたいに恵めぐみちゃんのポケットから出してくればいいのに」


    　タマはよく手て品じなをやる。手の中にあったカメラが消え失うせたかと思うと、恵ちゃんのポケットから出しゆつ現げんしてきたりする。


    「なんだと思ってるんですか！　センパイ！　魔ま法ほうですかそうですか。あれは手品でタネだって仕掛けだってあるんです！」


    　タマは地じ団だん駄だを踏んだ。どすどすと床ゆかを鳴らすその音に、部長がマンガ雑誌から顔をあげた。


    「なぁ……。タマのやつさっきからナニやってるわけ？」


    　部長はタマのことをじろりと一いち瞥べつした。


    「カメラを捜さがしているみたいですよ」


    「キーっ！　まーちゃんぜんぜん聞いてやがらないですよ！　タマはさっきからそう言ってたです！」


    「でさこいつ、なに怒ってるわけ？」


    「見つからないのでテンション上がってるんだと思いますよ」


    「あー。なるほど。そっかそっかー」


    　納なつ得とくした部長の顔は、すでにマンガ雑誌へと戻もどっていた。雑誌に目を向けたまま、ページをめくって、そしてポッキーの箱の方角へと手を伸ばす。すぐ近くの惜おしい場所を、ぽん、ぽんと、手で探さぐっているその動どう作さが、あまりに萌もえで──。


    　京きよう夜やはポッキーの箱をこっそりと部長の手に届くところへ移動させた。


    「ひどいですよー！　タマのことなんて──きっとみんなどうでもいいんですよー！」


    　関心を向けてもらえないタマが、ついにスネた。半ベソになった。


    「メンドーなやつだな」


    「ああいうのウザカワイイっていうらしいですよ」


    「ところでアイツ、気づいてるわけ？　それとも気づいてないわけ？」


    「気づいてないからこそ、捜しているんじゃないでしょうか」


    　京夜はそう返事を返した。


    　部長がなにを言っているのか、京夜にはもちろんわかっている。


    「なるほど。タマらしいな。モエモエだな」


    「さっきからなに二人で内ない緒しよ話ばなししてるですか！　タマにわかるように話しやがれですよ！」


    　タマはまた地団駄を踏んだ。


    　その首から下がったストラップの先では──デジカメがぷらぷらと揺れていた。


    　もうすこし黙だまっていよう。おもしろいから。

  



  [image: ]



  
     プロレス技
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    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　和のスペースの畳たたみのうえで、京きよう夜やは寝そべってマンガ雑誌を読んでいた。


    　うつ伏ぶせになって畳の匂いを楽しみながら、膝ひざから先をぱたぱたと遊ばせる。


    「うにゃっ！」


    　変なうなり声とともに、ぱたぱたと動かしていたその足に、なにかが飛びついてきた。


    　だから猫ねことかいわれるんだよー、などと思いつつ、足でタマを遊ばせながら、京夜は本を読みつづけた。


    「う？　痛いてっ？　痛ててっ？」


    　タマの遊びがなんだか過激になってくる。脚あしが痛くなってくる。


    「──!?　痛い痛い痛い！」


    　びしりと、膝に痛みがはしる。京夜は大声で叫さけばされた。


    「裏膝十字足固がためです」


    　見ないでいるうちに、なんかプロレス技わざを掛けられていた。


    「痛い痛い痛い！　タマ！　やめてやめてやめて！」


    「ロープ握にぎったらブレイクするですよ」


    「ロープってそんなのどこにあるのー！」


    「タップしたら、それギブアップの合図になるです」


    　タップっていうのはなんだかよくわからなかったが、畳をばしばしと、ぶっ叩たたいた。


    　膝関かん節せつに掛かっていた力がすっと抜けて、京夜は、ほっと息をついた。


    「ウィナー！　タ───マ！」


    　部長の声がする。


    　畳から頰ほおをひっぺがして、見上げてみると──。


    　片手を高々と持ちあげられたタマが、勝ち誇ほこって、どや顔を作っていた。


    「タマはエターナル・チャンピオンなのです。弟おとうと妹いもうと弟おとうと妹いもうと、すべてタマの足あし許もとにひれ伏すのです。最強不ふ敗はいの戦士なのです」


    「それでは～、本日の第二回戦目ぇ～」


    　丸めた紙をマイクがわりに、部長がノリノリでレフェリーを務つとめている。


    「んでは次はオーソドックスに足４の字などを──」


    　タマの手がふたたび足にかかる。


    「ふええええ！　ちょ──もうやめてやめて！」


    「ふふふ。抵てい抗こうは無意味なのです」


    　足をばたばたやって抵抗したものの、なんか魔ま法ほうのように脚あしを折おり畳たたまれてしまう。タマの脚が絡からみつく。がっちりと決まったところで、タマは体ごと勢いきおいよく後うしろに倒れこんでいった。


    「ノー！　ノーっ！　ノオォーっ！」


    　痛いたい。痛い。痛い。脚痛い。スネが痛い。折れる。折れちゃう。


    　ばしばしばし。畳たたみをぶっ叩たたいて降こう参さんした。


    「おまえギブアップ早いな」


    　しゃがみこんだ部長が呆あきれた声で言ってくる。


    　そんなこと言う人は、いっぺん、かけてもらえばいい。五秒だって耐たえられない。


    「それでは第三回戦目ぇ～」


    「まだやるのーっ!?」


    　またすぐ次がはじまってしまった。


    「足４の字からの変化っていえば、トライアングル・スコーピオンですかね」


    　くるりと体がひっくり返される。脚がへんなふうに絡みあい、膝ひざとふくらはぎと、そして逆ぎやくエビ反ぞりに決められた背せ骨ぼねがみしみしといった。


    「タマ。強いなおまえ」


    「うちではいつもこれですよ。弟おとうと妹いもうと弟おとうと妹いもうと、こらしめるです。タマは最強戦士なのです。体たい罰ばついくないです」


    「これ体罰ちがうのーっ!?」


    「なんかこいつまだ余よ裕ゆうあるぞ。もっとやってやれ」


    「はいです」


    　タマのお尻しりがどすんと背中に乗っかってきた。背骨がめきめきいった。


    「～～～～～～──!!」


    　口を利きく余裕もなくなって、京きよう夜やは、ばしばしとマット──じゃなくて畳を叩いた。


    　ようやく解放された京夜が、畳に突つっ伏ぷして、はぁはぁと喘あえいでいると──。


    　しゃがみこんで見つめる六つの瞳ひとみと、目があってしまった。


    「タマちゃん。がんばです。四しノの宮みや君も。がんばです」


    「次の技わざはなにかな。なにかな。なんというか。こういうキョロ君も。なんか。いいね」


    「ぷろれす？　きららも。できる？」


    　なんかタマのほうが応援されている。綺き羅ら々らさんなんか、自分もやりたそうにしている。


    「じゃあとっておきのワザみせるですよー。伝説の大技──ロメロ・スペシャルです！」


    「ノオオオォォ～～～～──っ！」


    　京夜は腕うでも脚も固かためられて、空中に吊つり上げられた。あまりの大技に、タップすることもかなわなかった。文字通り手も脚も出ない。天てん井じようしか見えない。


    　天井の蛍けい光こう灯とうが、やたらと目にまぶしかった。
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     お手々つないで
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    「ねえ部長」


    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　京きよう夜やは部長に声をかけた。


    「ちょっと訊ききたいことがあるんですけど」


    「なんだよ。いまいいところなんだよな」


    　アポロチョコを三つ同時に口の中に放りこんで、部長はチョコのついた手で本日発売のマンガ雑誌のページをめくる。その本はまだ京夜もタマも読むのだけど。まあいいけど。


    「じゃ、いいです」


    「なんだよなんだよ。水くせえなー、んもう。私は寛かん大だいな先せん輩ぱいだからな。かあいい後こう輩はいの質問くらい、いつだって答えてやるさー。言ってみそ。ん？　んっ？」


    「部長ってたまにめんどくさいですよね」


    「おまえもたまに辛しん辣らつだな。チワワの顔しやがって、なんたる牙きば」


    「それでなんですが。霞かすみのところによく友達きてるんですけど」


    「む。なんだよ。知らねーぞ？　まーちゃんは仲間はずれなのかそれ」


    　部長は霞から小学三年生だと思われている。〝まーちゃん〟はその小学生モードのときの愛あい称しようだ。部長は誤ご解かいをわざとそのままにして、お姉ちゃんぶってくる霞と友達関係をずっと続けている。なにやら居い心ごこ地ちがいいらしい。


    「同じクラスの友達とかですよ。ジルちゃんとか、セラちゃんなんかとも、よく一緒にいます」


    「ああ、聖せい羅らのやつ、最近めずらしく、おめかしして外出してくと思ったら……」


    　ジルちゃんというのは綺き羅ら々らさんの妹で、フルネームはジェラルディン。セラちゃんというほうは本名が天あま使つか聖羅で、部長や恵めぐみちゃんの妹である。霞と一緒でみんな中学一年生だ。


    「──で？　シスターズが、なんだって？」


    「たまに手をつないでいたりするんですけど。女の子同士で。それってどうなのかなって。ええと、つまりだから……、その……。ああ変なイミじゃないですよ。つまりフツーなのかなって。心配しなくていいのかなって」


    「ふ、ふ～ん……」


    　京夜は言葉を尽つくして説明したが、部長は関心ないとでもいうように、読んでいた雑誌に戻もどっていってしまう。


    「ちょっと部長。聞いてくださいってば。聞いてくれるって言ったじゃないですかー」


    「ふ、ふ～ん……」


    「ふーん、じゃないですって」


    「お、おかしいのか、それって？」


    「え？　いえべつに。てか僕が訊きいているんですけどそれ。あんまり仲が良すぎると心配しちゃいませんか？　女の子同士で……その、ほら、ねえ？」


    「な、なあシイ先生……。あ、アンタ、どう思う？」


    「なっ──なんで私に振るかな。ま、真ま央おっ。ひ、ひどい」


    　話を振られた紫し音おんさんは、長い髪の毛先を跳はねさせて、なぜだかひどく慌あわてているようだ。


    「そ、その……。つかぬことを訊くが。女の子同士で手を繫つないだりするのは、そ、それはおかしなことなのかな……？　常識が……ない？」


    「だからそれを僕は訊いているんですけど」


    「おかしくねーよ！　お、男同士だってするだろ！　オマエだってほらアイツ！　あの香こうばしい関係のオトモダチと手ぐらい繫ぐだろ！」


    「しませんよ。あと横よこ溝みぞですよ。覚おぼえてくださいよ」


    「え？　男同士だと、そ、それはおかしなことなのかな？」


    「へんですよ。まあ腕うで組ぐみしたり、肩組んだりなら普通だと思いますし、実際してますけど」


    「そ、そうなのか……。兄ニー兄ニーズに言って、やめさせなくては」


    「手えつないでんのか!?」


    「うむ。たまに」


    「どいつとどいつだ！　六と九なら絶対にノーサンキューだが！　四と二であれば検けん討とうしないこともない！　一と三ならばもっとアリだ！」


    「あの色々な意味で僕を置いてけぼりにしないでください」


    「きらら。てを。つなぐ。」


    　きゅっと、京きよう夜やの手が握にぎられる。


    　ソファーでもくもくとお肉を食べていた綺き羅ら々らさんが、話題に入れなくて寂さびしかったのか、丸テーブルにやってきていた。お肉を口にくわえたままで、京夜の手をしっかりと握ってくる。


    「あ。いえ。あの。女の子同士の話だったんですけど……」


    「こっち？」


    「おいキララ。てめー手を拭ふけ。アブラがついたぞいま油がっ！」


    　照れ隠かくしなのか、部長はそっぽを向いてそう言った。でもべつに肉の脂あぶらなんてついてない。綺羅々さんはちゃんとウェット・ティッシュで手を拭いてきているし。


    「なかよし。」


    　放課後終了まで、部長はずっと捕つかまっていた。そしてタマは紫音さんと恵めぐみちゃんに捕まって、両手をそれぞれ握られていた。その様よう子すを見ているうちに、京夜はそもそも自分がなにを心配していたのか、わからなくなっていた。


    　なんだったっけ？
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     素顔の森さん
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    「森もりさんって、いつもなにしているんでしょう」


    　いつもの放課後。いつもの部室。今日はめずらしく京きよう夜やから話題を切りだした。


    「うちの家か事じ」


    　口のポッキーを揺ゆらしながら部長が答える。


    「このあいだ土曜日。スーパーで見かけたんですよね。私服でしたけど。あれ森さんでしたよ」


    「ほほう」


    　部長が興味を持ったように身を乗り出してきた。ポッキーを一瞬で短くする。


    「──なにしてた？　森さん」


    「キャベツを見比べてました。二つ手に持って長いこと。あれ。なにしていたんでしょう？」


    「きっと、お話していたんだと思いますよー。キャベツさんたちと」


    「その選せん択たくが日本経済に与える影響を斟しん酌しやくしていたのではなかろうか。いわゆるバタフライ効果エフエクトとして」


    　恵めぐみちゃんからはメルヘンな回答。紫し音おんさんからは科学的な回答。どちらもたぶん大おお真ま面じ目め。


    「片っぽ半額シールついてたんじゃないですか？」


    　タマからようやくまともな回答。ああなるほど。しかし半額キャベツに迷まよう森さんって……。


    「マテマテ？　そいつはいつの土曜だ？　このあいだの土曜なら、森さんずっと家に──」


    「──ああ。そのへんは深く検証しないほうがいいと思います」


    　土曜日の森さんは二人いる説せつは、きっと確認しないほうがいいと思う。


    「そういえばー。わたしこのまえ、森さんとお買い物に行ったんですよぅ」


    「うんうん？」


    　森さんの新あらたな一面が明かされると期待して、京夜は身を乗りだした。


    「お買い物すませて、喫きつ茶さ店てんでお茶していたときなんですけど。ほかのお客さんが『すいませーん』って言うじゃないですかー。そのたびに、森さん、『はい』って返事しちゃって……」


    「職業病だな」


    「それ三回繰くり返して、四回目には、『ひゃうっ』とか言ってました。ええ絶対です。間違いないです。聞き間違えなんかじゃないです」


    「モエモエです」


    　森さんの新たなる側そく面めんがどんどん増ふえてゆく。ミステリアスなお姉さんの、日常的で庶しよ民みん的な側面。そしてデキるお姉さんの抜けてる側面。──これぞ正しきギャップ萌もえ。


    「そういや森さんってサ───」


    　次の証言者は部長であった。


    「──いっつも、すっぴんなんだよなー」


    「そうそう！　そうなんですよー。びっくりですー！」


    「ん？　ん？　ん？　……すっぴんって、お化け粧しようしてないってことですよね？　そんなすごいことなんですか？」


    　ためしに京きよう夜やは、顔をぐぐーっと、部長に近づけてみた。部長も化粧とかしていない。


    　テーブルを渡って、つぎに恵めぐみちゃんの顔を間ま近ぢかでよく見た。うん。やっぱりしていない。


    「な、なにかな？　キョロ君は」


    　紫し音おんさんだって、やっぱり〝すっぴん〟だった。


    「うひゃっ」


    　綺き羅ら々らさんには、鼻の頭を舐なめられてしまった。


    「……みんなだって、してないじゃないですかー」


    「どうしてタマは確認しないですか。仲間はずれ、いくないです」


    「ばか。大人おとなのおねーさんが、って、意味だよ」


    「私たちの母親や祖そ母ぼあたりの世代には、化粧していない顔を人に見せることを恥はじとする文化が日本にはあってね」


    「そういやうちのオカンもピンポンで玄関出るとき、あらいやだ恥はずかしいわ、とか言います」


    　また新あらたなデータが入力された。


    　森もりさんがいつも〝すっぴん〟で──。これはなんだろう。隙すきがあるってことだろうか？


    「そういや、あとな、あとな、森さんがさぁ──」


    「なんです？　なんです？」


    　部長がまた新たなデータを付け加えてくれそうなので、京夜はぐぐっと身を乗りだした。


    「──あーうん、やっぱポッキーはうまいなぁ。秋になるとポッキー溶とけなくていいよなー。涼すずしいことは。うん。いいことだなっ！」


    「なにポッキーの話なんかしてんですか部長。いきなり話をはぐらかさないでくださいよ」


    「お、ま、え、も──そう思うだろ！　ポッキーの話がしたいだろ！　──なっ！」


    　部長が念でも押すように言ってきた。京夜の背はい後ごあたりに、ちらりちらりと目を向けている。


    「いやです。僕は森さんのカワイイ話をもっといっぱいするんです。僕は──」


    「おくつろぎのところ申し訳ありません。こちら。聖せい羅ら様からの差し入れのお茶菓が子しです」


    　背後から森さんの声が聞こえてきて、京夜の心臓は停止した。


    「あー……。どしたん？　森さん？　恐ろしいほどのタイミングでもってさー……」


    　部長が必死に声こわ色いろを取り繕つくろっている。


    「いまこちらに向かうとたいへん面おも白しろいことになると。聖羅様が」


    「あはははハー……、だとさっ、キョロ。あはははー。高速にキョドってら。アハハー」


    　部長の空そら々ぞらしい笑いを聞きながら、京夜は、がくがくぶるぶると震ふるえていた。
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     まおー様
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    　いつもの放課後。いつもの部室。


    「はい。おかわりどうぞ。まおー様」


    「あっ。ばか……」


    　ポットを手にした恵めぐみちゃんが、変な名前で部長のことを呼んでいた。部長のほうはといえば、小さく舌した打うちして顔をしかめていたりする。


    「なんなの？　その魔ま王おう様って？」


    「お姉ちゃん。まおー様って言われるの好きなんですよー」


    「なんで魔王様なんですか？」


    　部長はそっぽを向いて、鳴らない口笛を、ぷすーと吹いていた。


    「……あからさまに挙きよ動どう不ふ審しんなんですけど。ねえ部長。魔王様ってなんなんです？」


    　しつこく訊きくと、ようやく観かん念ねんしたかのように、部長はしぶしぶとこちらに体を向けた。


    「だからちがう。発音がちがうってばさ」


    「発音ですか？　魔王様でいいんですよね」


    「ちがう。まおー様だっつーの」


    「わかりませんよ。できませんよ」


    「烈れつ斗とくん上じよう手ずでしたよねー」


    　恵ちゃんが帰りがけに洩もらした一言が、京きよう夜やにがつんとショックを与えた。


    「なんだってー!!」


    　京夜は大声をあげていた。


    「──あいつまた来てたんですか!!　あの野や郎ろう!!　性しよう懲こりもなく!!　このあいだ俺に負けたってのに!!　なんて往おう生じよう際ぎわの悪いやつ!!」


    「──どうどう。おまえ。第二段階がはみ出してるってば。俺。俺。ほらっ。俺がっ」


    「すいません。ちょっと興こう奮ふんしてしまいました。あー。あー。あー。僕。僕。僕。……よしっ」


    　深呼吸して、気を落ち着けて、一人称をもとに戻もどす。


    「いつ来てたんですか？　あいつ」


    「いや……。このあいだおまえが休みの日にな。ちょっとな」


    「どうしてお姉ちゃん、四しノの宮みや君が留る守すの日にばかり烈斗くん呼ぶんですかー？」


    　空からになったポットを洗って戻ってきた恵ちゃんが、部長に言う。


    「部長が呼んだんですか!!　しかも一回でなくて何回も!!　僕の留守ばかりを狙ねらってッ!!」


    　京夜はまたもや沸ふつ騰とうした。いま気づいたが──恵ちゃんはアイツのことを〝烈斗くん〟と呼んでいた。京夜のことは〝四ノ宮君〟なのに、アイツのことは〝烈斗くん〟だ。


    「だってケンカになるじゃんよー……」


    　手を前にかざして、部長は言う。──うん。たしかにカオが近かった。声も大きすぎた。


    「……喧けん嘩か上じよう等とうですよ。勝負してやりますよ。人の壁かべを越えてから来やがれって感じですよ。またぼこぼこにしてリバースさせてやりますよ。それがＧグツＪジヨ部ぶ魂だましいじゃないんですか」


    「ＧＪ部は楽しくなくちゃだめなんだぞ。ケンカはいくないぞ」


    「けんか。よくない。」


    「ほらキララもそー言ってる」


    　綺き羅ら々らさんがこくこくとうなずいている。見れば──タマはなんか両手を上にあげて、びっくらこいたー、のポーズのままで固かたまっていた。恵めぐみちゃんは楽しそうにハミングしながら紅茶の準備に取りかかっている。やっぱり《天てん使しアイ》にはこの殺さつ伐ばつとした光景は見えてない。


    「まあ、済すんでしまったことはいいとして。説明してください。どうしてあいつを呼んだのか」


    「だ、だってさ。──あいつ。私のこと。まおー様って呼ぶんだよ？」


    「なんですか意味わかりませんよ。まったくぜんぜんなにひとつ理解できないですよ」


    　くちびるが尖とがりぎみになってしまうのが、自分でもわかる。でもどうにもならない。


    「ほら。キョロ君。初対面のときに、真ま央おが魔ま王おうで、君が暗あん黒こく魔ま戦せん将軍とか言っていただろう。彼は律りち儀ぎにもそれをそのまま守っていてね」


    「それはわかりましたけど。でもやっぱりわかりませんよ。……なんでそんなことくらいで」


    「だってカッコいいじゃんよ」


    「魔王って呼んでくれたら誰だれでもいいんですか。誰にでもシッポ振るんですか」


    「し、シッポ──っ!?　な、なんだとっ！　取り消せこのっ」


    「取り消しませんよ。──部長の裏切り者っ!!　部長のビッチ!!」


    「び、ビッチぃっ!?」


    　ひどくショックを受けた顔になって、部長は固まってしまった。


    「まあまあ。キョロ君。落ち着いてくれたまえ。私も見ていたけど。害がいのある人物には見えなかったよ。キョロ君がいないと大変に紳しん士しでね」


    「シンシっていうより、あれは下げ僕ぼくってゆーですよ。心配ないですよ。安全物です。メグねーさんのすっかり言いなりですよ。リモートコントロールダンディです」


    「今日はなんですかー？　ぎうにうナイトのお話ですかー？」


    　恵ちゃんがお茶ちや菓が子しの載のったトレイを置きにきた。ついでに笑顔もひとつ残してゆく。自分が震源地であることを、まったくぜんぜんわかっていない顔だ。


    　京きよう夜やも毒どく気けを抜かれて、ようやく落ち着いた。恵ちゃんの手作りクッキーを歯で砕くだいた。


    　横に顔を向けると、部長がさっきショックを受けたままの姿勢で、まだ固まっていた。


    　ぶつぶつとつぶやきつづけている。


    「びっちびっちちゃぷちゃぷらんらんらん」
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     おてまみ
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    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　いつもよりちょっと早く部室についた京きよう夜やは、丸テーブルの自分の席に座って、カバンから手紙を取り出した。


    　ハートのシールで封ふうをされたファンシーな封ふう筒とうだ。宛あて名なには「四しノの宮みや京夜サマへ♡」と書かれている。


    　右を見る。左を見る。部屋に誰だれもいないことを再確認して、封を開こうとしたとき──。


    「あれー。めずらしいな。キョロもう来てやんの」


    　どやどやと部長たちが入ってきた。


    「あー。それなんですかー？　センパイ」


    　慌あわてずさりげなく、手紙をカバンにしまおうとしたが、めざといタマに見つかってしまう。


    「なんでもないよ」


    　カバンのジッパーをしっかりと閉とじきって、何事もなかったかのように、京夜は言った。


    「センパイ！　ムダムダムダ──なのです！　じゃーん！」


    　タマがぱっと手を開く。カバンの中にしまったはずの手紙が、なぜかタマの手の中にある。


    「あれ？　あれっ？　あれれっ──？」


    　びっくりしてカバンを開あける。たしかにしまったはずの手紙がそこにない。


    「センパイ。だからここですってば」


    　手紙はやっぱりタマの手のなかにあった。


    　えええええーっ!?


    　タマの手て品じなの腕うで前まえは知っていた。でもいざ自分がやられる段だんになると、その手並みには驚かざるを得えない。ていうか、タマはずっと戸口のところに立っていたはずなんだけど……？


    「なになに。四ノ宮京夜サマへ、はぁと……だと？」


    「わっ──ちょっ、部長やめてください。返してくださいってば！」


    　考えている場合ではなかった。京夜は腰こしを浮かせて大声をあげた。


    「おてまみですー！　うわお！　センパイこれってラブレターですー!?　紙なんてレトロー！」


    　いったん部長の手に渡っていた手紙が再びタマの手に渡っている。きっともう二度と戻もどってこない。京夜は心しん底そこ、そう思った。


    　タマのハイテンションっぷりったら金色の缶かん詰づめを見たネコのようで、もはやどうにも止められる感じではないし。紫し音おんさんや綺き羅ら々らさんも目を大きくして見ているし。恵めぐみちゃんも両手の指先を合わせて「おめでたいですー」のポーズでいるし。


    　京夜は覚かく悟ごを固かためた。敗はい北ぼく主義者として負けておく。そうすれば痛いたくない。たぶんあんまり。


    　頰ほお杖づえをついて、京きよう夜やは大きなため息をつく。──その目の前に、手紙がすうっと戻もどってきた。


    「かえす」


    　いちばん悪ノリするであろう人物の意外な反はん応のうに、京夜はぽかんとするばかりだった。


    「取りあげねーし。勝手に開あけたりもしねーし。だから持って帰って家でゆっくり読めよ」


    「セセセ、センパイ！　いま開けるですよー！　暴あばくですよー！　ばっち公開するですよー！」


    「……いいんですか？」


    「ほ、ほらっ、やっぱおまえも、そーゆーの、ジブンでじっくり読みたいんじゃないかって思ってさ。ああ……なんだったらあれだ。今日は早そう退たいして、いますぐ帰ってもいーんだぞ？」


    「いえ。いいです」


    　京夜は言った。そして決心した。部長がひどく気にしているとわかったから──。


    「いま開けます。ここで読みます」


    「え？　……い、いいのかよ？」


    「いいんですよ。だって断ことわりますから」


    「断っちゃうのかよ？」


    「だって僕。こーゆーの。よくわかりませんし」


    　手紙を開いた。ピンク色をした便せんを取りだして、広げて、文ぶん面めんを目で追いかけた。


    　そしてテーブルに突つっ伏ぷした。撃げき沈ちんされた。見事にそして完かん膚ぷ無なきまでに予想を裏切られた。


    「……どした？」


    　部長が横目で問いかけてくる。京夜は無言で、便せんを渡した。


    「なに？　読んでいーのか？　えーと……、なになに……。拝はい啓けい。四しノの宮みや京夜サマ。ラブレターだとか思った？　思っちゃったぁ。あはははははーッ！　バーカ、ばーか。ぎゃははははー！　ところでオマエ最近チョーシくれてねえ？　あたしらの横よこ溝みぞっちを独どく占せんしてんじゃねーよ。コロすぞパンツ脱ぬがすぞ。校庭三周させっぞ」


    　部長が読みあげたのはそこまでだが──。そこからさらに筆ひつ跡せきが二度ほど変わるのだ。罵ば倒とうの嵐が吹き荒れてゆく。その内容は、要よう約やくすると──「横溝を独ひとり占じめすんな」となる。


    「横溝って、だれそれ？」


    「……ほら僕の友達の」


    「あああれか！　香こうばしい関係の！　──って！　やっぱ本当に香ばしかったんじゃん！」


    「だから香ばしいって、それなんなんですか」


    「ところでドス黒いコトバのこいつらダレ？　筆ひつ跡せき三人分あるみたいなんだケド」


    「黒い三さん連れん星せいです。……男性教師の撃げき墜つい数すうが二ふた桁けたを誇ほこるうちのクラスのエースです。三人の連れん携けい技わざのジェットストリームアタックで沈しずまなかった教師はいません」


    「なるほど。そしてヤツラは撃墜マークの☆ほしの数をまた一つ増ふやしたわけだな」


    　嬉うれしげに、そして楽しげに、部長は笑った。
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     横溝くる
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    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　部室に入ったところで、そこにいるはずでない人物を認めて、京きよう夜やは思わず足を止めた。


    「横よこ溝みぞ。なにやってんの？」


    「呼び捨てキター！　男同士の友情キター！」


    「わ。わわわ。なんですか部長っ。──恵めぐみちゃんまでっ」


    　どこで待ち伏ぶせしていたのやら。突然現れた皆に、どどどと、部室の中に押しこまれる。


    　紫し音おんさんも綺き羅ら々らさんも興味ありそうな顔をして部室に入ってくる。タマなんか、カメラを構かまえてスナップ製造のポーズだ。


    「なにしにきたわけ。横溝？」


    「それは俺が訊ききたい」


    　横溝は手持ちぶさたな顔をして椅い子すに座っている。


    「このちっこいのに呼ばれたんだが……」


    「なに！　それは私がちっちゃいって意味かー！」


    「まんまです部長。意味もなにもそう直接言ってます」


    「まあいい。客きやく人じんだから許ゆるそう。召しよう喚かんしたのは私だ。重要参考人だ。我われ々われには知る権利がある。おまえとそのご友人との間の香こうばしい関係に、我々、最高評議会の面めん々めんは関心が大だいなのだ」


    「関係もなにもたいしたことはないですよ。横溝はクラスメートで友人です。以上」


    「もう帰っていいのか？」


    「帰すな！　メグ！　ハニートラップの用意っ！」


    「はぁい。蜂はち蜜みつたっぷりのパンケーキとワッフルとロールケーキでーす。紅茶はキャンディーがお勧すすめでーす。candyじゃないですよ。kandyですよー」


    「横溝。甘いもの苦にが手てなんですよ。梅干しとか好きです」


    「なんと！　ハニートラップで墜おちない人間がいたとは！」


    「真ま央おも恵君も、ハニートラップの意味を誤ご解かいしているんじゃないかな。本来の意味は──」


    「すこんぶ。たべる？」


    「ああ。どうも」


    　綺羅々さんから貰もらった酢す昆こん布ぶを、横溝は、くっちゃくっちゃと食べている。色々あったが、とりあえず引き留とめ作戦は成功のようだ。京夜としては落ち着かなくて困こまるのだけど。


    「──で。どの人がそうなんだ？」


    「なにが？」


    　横溝の隣となりに座って、横溝と話す。皆の興きよう味み津しん々しんといった視線が首くび筋すじにちくちくと刺ささる。


    「おまえの話によく出てくる部長だが。立派な大だい人じん物ぶつらしいな。意欲に満みちて色々なことに規き格かく外がいで──ってよく話してるだろ」


    「ええっ。そんなこと言ってるっけ？」


    　横よこ溝みぞとの話に部長がよく出てくるのは事実だけど、たいていは愚ぐ痴ちであって──。


    「ほほう」


    　部長が破は顔がんした。見るからに機き嫌げんが良くなった。ま。いっか。


    「甘いものだめなら。特別にタマのポテチやるですよ。──たべるです！」


    「おお。サンキューな」


    　横溝が笑いかけると、タマはささっと綺き羅ら々らさんの背中に隠かくれに行った。弱気モードともちょっと違う。なんか人見知り？　ところでそのポテチ、もともと僕のなんだけどね。


    　横溝に顔を寄せて、京きよう夜やは、ひそひそ声で話しかけた。


    （いちばんちっちゃい人が部長ね。こじらせると面めん倒どうくさいことになるから、早く帰りたかったら、調子あわせて）


    「おまえも苦労してんだな」


    　横溝の家は女系大家族らしい。姉あね妹いもうと姉あね妹いもうと母はは祖そ母ぼ叔お母ば従い姉と妹こと大変らしい。


    「ところで我われ々われ評議会の決定事項を伝える。これは決定事項であるからして絶対に遂すい行こう──」


    「その評議会ってなんなんですか？」


    「その質問には答えられない。高度に政治的な判断による」


    「なんか霞かすみも最近そんなこと言ってるんですよね。──で、なにすればいいんですか？」


    「まずは、手ぇ繫つないでもらおうか」


    「えええー」


    「香こうばしい関係のお友達であるという証明をしてもらう」


    「しませんよ。前にも言いましたが男同士で普通やりませんよそんなこと。──だからその香ばしいっていったいなんなんです。僕いちどもわかるように説明してもらってないんですけど」


    「べつにかまわんが」


    　京夜が精せい一いつ杯ぱい抵てい抗こうしていたのに、横溝のやつが、すっと手を伸ばしてきた。手を握にぎられる。


    「こうで、いいのか？」


    「ブラボー！　ブラボーです！」


    「ほらメグねえさん！　〝腐ふォオオオオ──ッ！〟ってやつ持たないと！」


    「うう……ん。いいものだね。これは」


    　なんか皆で盛もりあがっている。到とう底ていシラフではない。


    　その日はその後──〝腕うで組ぐみ〟と〝肩組み〟をやらされた。ノリノリの皆はどこまでもエキサイトしてゆき、最後には〝お姫ひめさま抱だっこ〟までやらされた。男同士で。どちらが〝抱っこされる側がわ〟かということで宗教戦争が起きそうだったので、かわりばんこに、どっちもやった。
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     夏のやり残し
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    　開あけ放はなたれた窓から、涼すずやかな風が吹きこんでくる、そんなある日のこと──。


    「もう秋だな」


    　部長がぽつりと、窓の外を見つめながらつぶやいた。


    　ふう、と、声にならない溜ため息いきを洩もらす。物もの憂うげなオトメの風ふ情ぜい。


    　いつになく乙おと女めモードの部長に対して、だがしかし──京きよう夜やは、果か敢かんにも声を掛けにいった。


    「なにか夏にやり残したことでもあるんですか？」


    　今年の夏はこれでもかってくらいに遊び倒したはずだけど。まーちゃんモード全開で霞かすみたちと遊んでいたし。夏合宿もきっちりやったし。それとは別に別荘にも連つれて行ってもらった。プライベートビーチなるものを堪たん能のうした。聖せい羅らちゃんには砂に埋うめられて置き去りにされた。


    　頰ほお杖づえをついてカオは窓の外に向けたまま──部長は口を開いた。


    「まあ、いろいろあるがな。だけど最大の心残りは……」


    　と、そこで言葉がまた止まる。部室に沈ちん黙もくが立ちこめる。


    　京夜は右と左と後うしろに顔を向けていった。パソコン席の紫し音おんさんがマウスをクリックしていない。恵めぐみちゃんがささっと素す早ばやく視線を外はずした。綺き羅ら々らさんは耳に見える癖くせっ毛を忙せわしく動かしている。そしてタマはすやすやとお昼寝タイムだ。


    　みんななにやら関心大だい。そしてなにやらアンタッチャブルな雰ふん囲い気き。


    　だけど、はて……？　その理由がわからない。わからないので、軽い気持ちで訊きいてみる。


    「なにを食べ損そこなったんですか？　──部長？」


    　どんがらがっしゃーん。背はい後ごでいきなり大きな音がした。「はわわー」と恵ちゃんの声。紅茶セットが砕くだける音。ファミレスだったら「失礼しましたー！」とか叫さけんでいるところ。


    　パソコン席のほうから「あっ！」とか音もしていた。「ビリー待っていまのなしそれ間違いそこじゃ詰つんでしまう」とか紫音さんの声。ビリーに貸しイチだろうか紫音さんは。


    　ソファーのほうからは「う。」とか重たい声。ぼとりとなにかが落ちる音。


    「キララ三秒ルールって知ってます？　落ちても三秒以内ならなかったことにできるんです」


    　見もしないで京夜は背中でそう言った。綺羅々さんが「ん。」と答えて、なんか拾ひろっている。


    「なにやってんだ？」


    　部長が呆あきれたように言った。頰杖を解といてこちらを向き、室内の惨さん状じように眉まゆをひそめている。


    「さあ？」


    　いまなにか自分は変なことを言ってしまったのだろうか？　ぜんぜん自覚がないんだけど。


    「アイスあるじゃん」


    「ありますね」


    　部長が言う。京きよう夜やはうなずく。やっぱり食べ物の話で正せい解かいだ。やっぱりどこも変でない。


    「ケドもう暑くないしな。季節じゃないよな」


    「秋でもコンビニにはアイスありますよ。買いに行ってきますよ。なにが食べたいんですか？」


    「夏にしか売ってねーんだよ。こう。二本セットになってるやつで。チューブに入ってて。ちゅーちゅー吸すうやつ」


    「あれ？　ありませんか？　このあいだコンビニ行きましたけど。それ。見たような……？」


    「ねえんだよ。爽さわやかサワー味は」


    「ああ。たしかにそうかもですね。コーヒー味でした。僕の見たのは」


    「なんでないんだろうな」


    「そりゃ秋だし。売れないからじゃないでしょうか」


    「そっか。そうだよな」


    　ぼんやりとした返事が返る。会話しているのに、心はまったく上うわの空といった感じ。


    「……やば。食べられないと思うと、無む性しように食べたくなってきた」


    「来年の夏にまた食べればいいじゃないですか」


    　部長はぷいっと、そっぽを向いた。窓の外を向きながら──。


    「ばかもの」


    　と、小さく言われた。なにが〝ばか〟なのか、京夜がしばらく考えこんでいると──。


    「来年の夏さ。わたしら卒業してんじゃん。もうここ来てねーじゃん」


    　ようやくわかった。言われるまでわかんなかった。鈍にぶくって。すこし。ごめんなさい。


    「あのアイスはな。二本セットになってんだよ」


    　そのココロは──これまた、わっかんない。


    「一人で二本食べたら、おなかこわしちゃうぞ。いくないぞ」


    　すこしわかってきた。アイスを分け合って食べたいが、その相手がいないという話のようだ。


    　そこで、おやっと、疑問を覚おぼえる。


    　てっきり部長たちは皆で同じ大学に行くものだとばかり思っていた。部長が東大ランクにレベルを上げるのは大変そうだから紫し音おんさんがぐぐっと下げてくるとか。でも違うのかも？


    　訊きいてみようかとも思ったが、いろいろ考えて、結局、やめておくことにした。部室で進路の話だとか、部長たちは、不思議とやらない。かわりに京夜が口にしたのは──。


    「そうですね。一人で二本食べるのは大変ですよねー」


    「それはわたしがちっちゃいって意味か」


    「かわいいって意味です」


    「そうか。ならいい」


    　いいんだ。


    　部長のいつにない反はん応のうに、京夜はちょっとびっくりしていた。
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     天高く馬肥ゆる秋

    


    [image: ]


    「天高く馬肥こゆる秋といいますッ！」


    　とある秋の月曜日。恵めぐみちゃんが突然、大きな声でそう宣せん言げんした。


    　なんなんだろうと、京きよう夜やは今日発売のマンガ雑誌から顔をあげた。恵ちゃんはたまにテンションの上がる娘こだが、今日は前置きもなしに、いきなりトップギアにまで上がっている。


    「──わたしこと天あま使つか恵はッ！　タマにゃんに勝負を挑いどみますッ！」


    「いいですケド。〝にゃん〟は付かないです。タマは単なるタマです」


    　びしっと指差されたタマのほうは、まったくのローテンションで応じている。


    　不ふ機き嫌げんなようにも見えるが、エンジンの掛かっていないタマというのはこんなものだ。


    「で。なんの勝負なんです。メグねーさん？」


    「勝負はッ──！」


    　語ご尾びに「！」を付けて叫さけんだあと、恵ちゃんは、とててーと部屋の隅すみに駆かけていった。


    　ひと抱かかえほどもある大きな箱が、そういえば部室の隅に置いてあった。


    「なになに？　なんなの果はたし合いなのコレ？　決けつ闘とうかっ？」


    「恵君がタマに勝負を挑んだようだよ」


    「めぐ。たま。たたかう？」


    　部長と紫し音おんさんと綺き羅ら々らさんも集まってきた。


    「──勝負はーっ！　これでぇす！」


    　みかん箱なんてめじゃないサイズの化け粧しよう箱ばこから、ドライアイスの煙けむりとともに、巨きよ大だいデコレーション・ケーキが現れる。直径四十センチは下りそうにない。


    「──サイズは十八号ッ！」


    　まるでそびえ立つ城だ。スポンジ台の大きさもさることながら、その上に盛もられた生クリームのデコレーションが半はん端ぱない。もの凄すごいボリュームだ。


    「ケーキのサイズは寸すんで表あらわされるものなんだ。つまり十八号とは、約五十四センチのことだね」


    　紫音さんが解説してくれる。なんと五十センチを超こえていた！　目もく測そくを誤あやまった！


    「総重量は一万三千二百グラムッ！　使った生クリームの総量は延のべ一万ミリリットル！」


    　とても食べ物とは思えない桁けた数すうの数値スペツクが、次々と列れつ挙きよされてゆく。


    　これはきっとアレだ。あの続きだ。


    　まえにタマがいくら食べても太らない体質だと聞いて、恵ちゃんが「卑ひ怯きようなり！」と怒いかりを示したときがあった。天てん上じょう界かいの生物が怒るところを目にしたのは、後あとにも先にもその一度きりだ。そのあとで恵ちゃんはごっついケーキを作ってきたのだが、タマはぺろりと一人でぜんぶ平たいらげてしまった。そして体重は四十二キロからまったく変化なかったらしい。


    　今日のこれは、きっとそれのリベンジだ。


    「さあ勝負です！」


    「だから勝負はいいんですケド。これなんの勝負なんです？　負けるとタマなにか困こまるんですか？　べつに嬉うれしいだけなんですケド」


    「タマちゃんには肥こえてもらいます！　具体的には少なくともわたしと同じ重さまで！」


    「恵めぐみちゃんって何キロなの？」


    「四しノの宮みや君ッ！　失しつ格かく！　失格ッ！　失格ですっ！」


    　つい余よ計けいなことを訊きいてしまった。京きよう夜やは失格してしまった。


    　京夜に突つきつけていた指先を、恵ちゃんは、ずいっとタマに振り向けた。


    「哀かなしさと切せつなさとを──！　知ってもらいますッ！」


    「タマ的にムダだと思うんですけど。……ま。じゃ、いっただっきまーっす！」


    　はじめフォークを手にしていたタマだが、しばらくすると、しゃもじみたいな大きなスプーンに持ち替えた。ざっくざっくとスポンジを掘っては、口へと運ぶ。円えん盤ばん形のデコレーション・ケーキを、丸ごとひとりじめ。片かた端はしから切り崩くずしてゆく。


    「げっぷ」


    　食べおわって、そんなひと声。すべてを胃い袋ぶくろに収おさめきって、タマは恵ちゃんに顔を向けた。


    「これでタマの勝ちですか？」


    「いいえッ！　明日も明後日あさつても明明後日しあさつても！　今週はずっとケーキ三ざん昧まいですっ！」


    　応おうとばかりに恵ちゃんはこたえた。まったく心が折おれていない。すべて想定内という顔だ。


    　京夜は部長たちとげっそり顔を見合わせた。見ているだけでこっちがまいってしまった。


    　彼女たちの〝戦い〟は五日続いた。


    　二日目には丸まる太たのようなロールケーキが出てきた。直径三十センチ。長さ六十センチ。


    　三日目はテンパウンドケーキだった。パウンドケーキは一ポンド（四百五十グラム）ずつの小こ麦むぎ粉こと砂さ糖とうとバターとを練って作るものだが、これはそれぞれ十倍量で作る。


    　四日目と五日目にも恐おそろしい怪かい物ぶつが現れたが、すべてタマによって退たい治じされていった。


    　後のちに〝クリームの五日間〟と称しようされたこの一週間において、タマが摂せつ取しゆした総カロリー量は三十万キロカロリーにも達たつした。なにかの戦せん闘とう力りよくと見まがうような数値である。


    　摂取したカロリーがしっかり〝肉〟に変化する時間を見み計はからって、二日ほど熟じゆく成せい期間を置く。


    　そして体重計測の日──。


    　部の備び品ひんである骨こつ董とう品ひんの天てん秤びん秤ばかりに、タマをのっけて──。恵ちゃんは太い眉まゆをいっぱいに引き寄せ、神しん妙みような顔で重おもりを動かしていた。


    　重りが釣つり合い──。そして弾はじきだされた、タマの現在の体重は──。


    「ひゃくぐらむ……、へってた」


    　恵ちゃんはがくりと床ゆかにくずおれた。真まっ白な灰はいとなって燃え尽つきていた。
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     絵本ファイヤー
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    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　京きよう夜やはめずらしく、カップが空からになっていることに気がついた。恵めぐみちゃんは──といえば、自分の席で、なにやら絵本のようなものに夢む中ちゆうになっていた。


    「ねえ恵ちゃん。──それなに？」


    「絵本ですよー」


    　と、開いたページをこちらに向けてくる。


    「ぎうにうナイトの絵本なんです」


    「いっ!?」


    　京夜は目を剝むいた。


    「去年のクリスマスに、オレマンの絵本に当たらなくって残念でしたーって、烈れつ斗と君に話したんです。そしたら烈斗くん、絵本描いてくれたんです。四しノの宮みや君が三十分で描いたって言ったら〝おれはもっとはやくできるぜ〟って超ちよう速そくで三分で」


    「あいつまた勝手に部室にあがりこんだんですか！　このあいだの水曜ですね？　──まったく！　僕のいない日ばかりを狙ねらって！　こそこそやって来やがって！」


    「喚よんだの。私なんだけどナ」


    　部長がぽそっと、そんなことを言う。


    「これはあれかな。妹君に変な虫が付いたときの兄あに上うえの典型的な反はん応のうというものかな」


    「それは兄ニー兄ニーズとおんなじってことだナ」


    　紫し音おんさんと部長とが二人して、わざと聞こえるように外がい野やのつぶやきを口にしている。


    　京夜は二人を無視することにした。これは自分と恵ちゃん──じゃなくて、自分とあいつ、赤あか井い烈斗との問題だからだ。


    「ぎうにうナイトさんが、平和を守るお話なんです」


    　そう言って恵ちゃんは、絵本を胸むな元もとに抱きしめた。大事そうに──。ぎゅっと──。


    　京夜は頭に血が上のぼるのを感じた。


    「こんなものー！」


    　恵ちゃんの手から、絵本を取り上げる。


    「あー……」


    　我われに返ったのは、恵ちゃんの悲しげな目に見上げられてからだった。


    　すうっと血の気けが引いてゆく。勢いきおいでやってしまったのだけど……。すごい、ひどいことをしてしまったのでは……？


    「おいオトコなら途と中ちゆうで投なげだすなヨ」


    「そですよセンパイ。後こう悔かいするなら最後までやってからですよ。昔のエラい人は言いました。〝やらずに後悔するよりやって後悔したほうがいい〟──はいセンパイ。レッツ、トライ」


    　部長とタマが二人して、右と左から京きよう夜やの耳に何なに事ごとかを囁ささやく。天てん使しと悪魔の囁きというが、この場合は、どちらも悪魔の囁きだ。


    　二人に背中を押されるようにして、ダルマストーブの前に行く。


    　ストーブの蓋ふたがぱかっと開かれる。灰はいと煤すすの支配するストーブの内部が、あまりにも魅み惑わく的てきに、京夜を誘さそってくる。


    「こんなものー！」


    　京夜は絵本をダルマストーブの中に投なげ入れた。


    「はいセンパイ」


    　シュゴオオオーッ、と、轟ごう音おんをあげるガスバーナーがタマから手渡された。


    　ストーブの着ちやつ火か用ようで、カセットコンロのボンベに取り付ける小さなバーナーだ。炎ほのおが十センチも伸びて、ものすごい火力である。


    「こんなものー！　こうで、こうで、こうだー！」


    　ファイアー！


    「クレヨンの主成分はワックスや油ゆ脂しだからね。ああ。本当によく燃もえるね」


    「だるますとーぶ。もう。ことし。でばん？」


    　紫し音おんさんが冷静に解説する。綺き羅ら々らさんがしゃがみこんで手をかざして、暖だんを取る。


    「あー……」


    　恵めぐみちゃんがぼんやりとした声を上げていた。


    　炎となり、煙けむりと灰に変わってゆく絵本を、悲しげに見つめている。


    　勢いきおいでやっちゃったけども……。どうしよう？　やってしまってから、やっぱり後悔が押し寄せてきた。


    「あの……ね、恵ちゃん、あのね……、ごめんね？」


    　ぐずぐず言うのはやめて、京夜はきっぱりと、九十度──直角に頭を下げた。


    「こんどかわりの本……、描くから！　オレマンでもなんでも描くから！　描かせてもらうから！　恵ちゃん専用で！　だから許ゆるして！　ほんとごめん！」


    「それだけじゃ、だめです」


    　強い目でもって、見返される。


    「赤あか井い烈れつ斗とくんにも、ちゃんと謝あやまってくださいね？　本を焼いちゃったこと。あと仲直りだってしてください。わたし最近わかってきたんです。四しノの宮みや君と、烈斗くんとは、ええっと……。けんか？　ケンカ？　喧けん嘩か？　なんかそんなようなの……しているんですよね？」


    　わかったの、最近なんだ。


    　ある種しゆの畏い怖ふを恵ちゃんに対して覚おぼえつつ──、京夜はうなずくしかなかった。

  



  [image: ]



  
     何人いるの？
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    「これってどうやって使うんでしょう？」


    　ある日の放課後。


    　恵めぐみちゃんがフキダシの一つを手に持って、顔の脇わきに持っていって、にっこり笑いながら、そう訊きいてきた。


    　その一枚はプロトタイプ参さん型がただ。かなりの破は壊かい力りよくを持つものの、不採用となった一枚である。


    「どういうときに使うものなんですか？」（バカ？　バカなの？）


    　これまで何度か自分でも使っていたような気もするんだけど……。やっぱり恵ちゃんは、よくわかっていなかったらしい。


    「おまえの《天てん使しアイ》にゃ映うつらないときに使うんだよ」


    「お姉ちゃん。いじわるですよぅ」


    　恵ちゃんは手に持つフキダシの種類を変えた。にっこりとした笑いの隣となりに「ごごごご」と怒いかりのオーラが浮かぶ。


    　本当にわかっていないのだろうか……。そう思いたい。


    「メグねーさんのバージョン増ふやすときに使うですよ」


    「あーあ。教えちまいやんの。内ない緒しよにしておくからオモシロイのに」


    「はあ。わたしってば、こんなにいたんですねー。ぜんぜん知りませんでした。これってタマちゃんが二人いるようなものなんですか？」


    「タマ一人ですよ。二人いないですよ」


    「あーそうだな。強気なときと弱気なときとで、ぜんぜん別人だぁな」


    「どっちもかわいーです」


    「聞きやがるですよ。タマ一人ですよ」


    　ネット対戦のチェスに打ちこむ、紫し音おんさんの長い黒髪が、こちらに反はん応のうしているのを見て取って、京きよう夜やは話題を違う方面に振り向けた。


    「そういえば……。紫音さんもね。じつは二人いるんだ。タマ知ってた？」


    「いないよ」


    　いちど背中で答えてから、カチカチカチとマウスを操あやつり、チェックメイトと小声でつぶやき、紫音さんは椅い子すのキャスターを、ずざざーっと滑すべらせて丸テーブルにやってきた。定位置に体が収おさまってから、黒髪が後うしろについてくる勢いきおいだ。


    「どんなのですか？　センパイ教えやがれです」


    「紫音さんのほうと、〝しおんさん〟のほうね」


    「あー！　タマいまなんとなくわかったかもです！　片方モエモエです！」


    「だよねー」


    「ねー」


    「失しつ敬けいな」


    　タマと二人で同意しあう。紫し音おんさんは、ぷいっと顔を背そむけたが、その横顔は笑っていた。


    「キララは一人ですよね」


    「きらら。すごい？」


    　お肉を食べながら綺き羅ら々らさんが自分の顔を指さしている。


    「なんだよ。私はのけものかよ。いつもそーかよ」


    「なにスネてるんですか部長」


    　自分の番までほんの数十秒も辛しん抱ぼうできずにスネている部長を、京きよう夜やはフォローしにかかった。


    「ま。私にはカンケーない話だからな。私はいついかなる場合においても一人だものな」


    「なに言ってるんですか。部長がいちばんバージョン多いんですよ」


    　指を折おりまげて、京夜は数えはじめた。


    「まずカッコいい部長と──」


    「ふん。私はカッコイイのか。ま。人が思うのはそれは勝手だしな」


    「あと女の子のときの部長と──」


    「なんだと！　訂てい正せいしろ訂正！　不ふ名めい誉よだ！　私がいつ女の子になった！」


    「やですよ。いま部長思うのは勝手と自分で言ったじゃないですか。あとは──、そうそう、ロリポップなときのまーちゃんと──」


    「ロリポップゆーな！」


    　紅茶のカップをぐびりと空からにして、部長は反撃に転じてきた。


    「──そういやキョロだって、三人いたじゃん。同率タイじゃん」


    「四人ではないかな。私の記憶が正しければ──だけどね」


    「えー？　なんなんでしょうか？」


    　本当にわからなくて、京夜は訊きいた。自分の番になってみたら、ようやくわかった。なぜ皆が異い口く同どう音おんに「自分は一人」と主張するのか。自分のことというのは、わからないものなのだ。


    「まずフツウのキョロだろ。次にチワワのときのイジメ甲が斐いのあるキョロだろ」


    「あるねえ」


    　紫音さんは指を折り曲げつつ、うっとりとしている。


    「オレマン忘れてますよう」


    「いま言うとこだったんだよ」


    　そして恵めぐみちゃんが、姉のカップにおわかりを注そそぎつつ、四つ目を口にする。


    「そして最後はキョロ様です」


    　大きな胸むねを張って、とびきりの笑顔で、恵ちゃんは言った。
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     ヤキイモの掟
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    『石焼き～ぃぃ、イモぉぉ～ぉ』


    　雲の高い秋空のどこかから、そんな音が響ひびいてきた。


    　ああ。今年もそんな季節になったんだな。──などと思って、女性陣じんの反はん応のうに目を向ける。


    　やっぱりというか。予想通りすぎるというか。いま部室を満みたしているのは、硬こう質しつの緊きん張ちよう感かん。ヤキイモ屋さんの音が聞こえてきたことによって、女性陣は臨りん戦せん態たい勢せいに入っていた。


    「おいキララ、買い占しめだっ──」


    　部長が綺き羅ら々らさんに呼びかける。だが綺羅々さんの姿が定位置にない。ずいぶん前に散歩に出ていったのを京きよう夜やは覚おぼえていた。それを部長に告つげようとしたとき、不意に曲がやんでしまう。『おイモちゃんだよ～。おイモおイモ、おイモ～』と味のある曲が、ぷつりと途と切ぎれる。


    「あれ？　止まっちった」


    　女性陣は全員で──タマまで含ふくめて耳を澄すませているが、曲の再開する気け配はいはまったくない。


    「ち。……仕方ねえ。次の待つか」


    　部長が諦あきらめてそう言った。皆の目の色が普通に戻り、部室に落ちつきが戻もどってくる。


    　それからしばらくして──。がらりと戸が開あいて、綺羅々さんが入ってきた。その手には大きな紙かみ袋ぶくろ。ほくほくと湯ゆ気げがあがり──。甘い香りが部屋に立ちこめる。


    　ヤキイモを全部買い占めてきたのだと、一目でわかる。売り切れになってしまったから、ヤキイモ屋さんは曲を流すのをやめたのだ。


    「これは。おいもの。おにく。」


    　綺羅々さんはそう言うと、とことこと、定位置であるソファーへと向かった。


    「おまえのその都つ合ごうのいいマイルールに突つっこむべきかどうか私は考えてる。だが、そんなもんは後あと回まわしだ。でかした！　キララ！　じゃあさっそく一本──」


    　と、差し伸ばされた部長の手は、べしりと、綺羅々さんによって撃げき墜ついされた。


    「ふしゃー！」


    　綺羅々さんが怒った。吠ほえた。威い嚇かくしてきた。


    「綺羅々は肉を分けないからね。彼女があれを〝おイモのお肉〟とみなしていて、彼女が一人で狩かってきた〝獲え物もの〟である以上、我われ々われが分ぶん配ぱいを求めることは、不可能であると思われる」


    「それがどうした。不可能に挑いどむのが我々ＧグツＪジヨ部ぶだ！」


    　ＧＪ部は熱く結けつ束そくした。──京夜を除のぞいて。


    　男の子的には、ヤキイモは、わりとどーでもいい。不可能に挑んでまで食べたいわけでない。


    「あいつをイモから遠ざければ、奪うばい取るチャンスができるよな。なんか弱点ねーかな？　キララの弱点ってなんだ？」


    　ひそひそと作戦会議が行おこなわれる。綺き羅ら々らさんは気づいているのかいないのか、ヤキイモを山のように積み上げて、もくもくと食事を続ぞつ行こう中だ。


    「妹君ぎみに訊きいてみてはどうだろう」


    　紫し音おんさんがもっともなことを言う。さっそくジェラルディンちゃんにメールが飛ぶ。


    「……ほむほむ。クモ。ヘビ。イモリ。とかだそうだ」


    「あーヘビですね。タマ行ってくるです」


    　タマが部屋を飛びだしてゆく。


    「共通点は、すべて毒どく持ちの種しゆが存在しているというところかな。そういえば以前クモを怖こわがっていたね。アシダカグモは毒を持ってはいないのだけれど」


    「いやー……。弱点わかっても、クモとかヘビとかはちょっとなー。わたしも苦にが手てだし。イモリってなんだ？　見たことないぞ。ヤモリだったらそこらにいるけど。あれじゃだめかな？」


    　部長と紫音さんが話しこんでいる。その相談の輪わから、恵めぐみちゃんがすうと離れていった。


    　まっすぐに立ち、きっと──その目を天てん井じようへと振りあげる。


    「かむひあー！」


    　呼び声に応じたように──。ぽとりと、天井からなにかが落下してくる。


    　手のひらよりも大きな虫が、恵ちゃんの手首のあたりに八本足で取り付いていた。


    「うぎゃー！」


    　部長が悲鳴を上げた。室内は大騒ぎとなった。


    　前に部室に現れて、阿あ鼻び叫きよう喚かんに落としこんだあのクモと同じ個体なのだろうか。そうだとしたら、あれから〝二回り〟ほどは大きく逞たくましく成長している。


    　かつて恵ちゃんに命を救われたアシダカグモが、いま召しよう喚かんに応こたえて、恩おんを返そうとしている。


    「タマはこれヘビ捕つかまえてきたですよー！」


    　帰ってきたタマが、その手に握にぎっていたのは──。


    「ぎゃああー！」


    「これアオダイショウだから毒ないですよ。首の後うしろ摑つかんでればへーきですよ」


    「うあああああー！」


    　部長が逃げ惑まどう。紫音さんは腰こしが抜けてお尻しりで床ゆかをにじってゆく。


    　そして綺羅々さんはといえば──いち早く窓の外へと飛びだしていた。


    「くも！　きけん！　へび！　きけん！」


    　クモとヘビとを味み方かたにつけて、恵ちゃんとタマの二人は、見事、ヤキイモをせしめることに成功した。部長と紫音さんの二人は指をくわえて見ているばかりだった。


    　そして京きよう夜やは、ゆうるりとお茶を飲んでいた。


    　部室が賑にぎやかなので、お茶は自分で淹いれた。


    　ああ。緑りよく茶ちやがおいしい。
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     文化祭終わって
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    「あー。終わった終わった！　いやー。今年の文化祭も盛もりあがったなー」


    　高校二年の文化祭もつつがなく終わり、京きよう夜やたちはぞろぞろと部室に向かって歩いていた。


    　明かりの消えた旧校舎の廊ろう下かが、暗いトンネルのようにまっすぐ伸びている。一人で歩いていたら、ちょっと怖こわい感じだが、皆と一緒だからなんでもない。


    「なんかタマ大変でしたよー。知らない人が親しげに話しかけてくるですよ。指差されるですよ。わけわかんないですよ。しまいには段ボール箱持って追いかけてくるですよ」


    　げっそりと疲れた顔でタマが言う。


    　うちのガッコの文化祭は一般公開もされている。タマが言っているのは、ガッコの外の人たちの追っかけにあったということだ。はるばる遠くからやってきた人もいるのだろう。


    　インターネットに投稿した〝タマ鍋なべ〟の動画は、カウンターが物もの凄すごいことになっていた。なんかファンサイトも出来ているらしい。


    「で、どーしてやったよ？」


    「嚙かんでやったですよ。蹴けってやったですよ。おとといきやがれですよ」


    「ちがうだろ。引っ搔かいてやるか、もしくはパンチだろ。猫ねこならば」


    「タマ猫じゃないですよ」


    「なにいってんだ。しっかりしろよ。猫だろおまえは。キララがトラであるのとおなじくらい猫だったろ」


    「まーちゃん真ま顔がおで言うのなしですよ。タマなんだか猫だったような気がしてくるですよ」


    　タマの洗せん脳のうは日々着実に進んでいる。そのうち猫耳猫尻しつ尾ぽを自分で着けて、にゃあ、とか言う日がやってくるのかもしれない。


    　暗い廊下の先に部室の明かりが近づいてくる。


    「さーて──、売れたかなっ！」


    　手もみしながら、部長が先頭で部屋に入ってゆく。


    　ＧグツＪジヨ部ぶの部室は今年も無人販売所となっていた。派は手でに発行された〝部ぶ札さつ〟の回収のために、皆で色々と品物を出しあって、ちょっとしたバザーとなっていた。去年は恵めぐみちゃんのニット製品だけだったが、今年は、各自でそれぞれアイテムを出しあっている。


    「今年も完売ですー。みなさんありがとうございますー」


    　恵ちゃんがニコニコと顔も合わせていないお客さんにお礼を言っている。彼女が一年をかけてせっせと編あんでいた手編みのセーターやらマフラーやら手て袋ぶくろやらは、ＧＪ部の主力商品だ。


    「なぜだ！　なぜ一個も売れんのだ！　涙なみだを飲んで宝物を放ほう出しゆつしたとゆーのにっ！」


    　部長が嘆なげいている。あれはたぶん本気で言っている。


    　段ボール箱に雑然と放りこんであったのは部長の宝物。牛乳瓶びんの紙フタとか王おう冠かんとか、どんぐりとかセミの抜け殻がらとか。きっと誰だれも買わないだろうという京きよう夜やの予想はやっぱり当たった。


    「ううむ。なぜ売れなかったのだろう」


    　コピー本の山を前にして、こんどは紫し音おんさんが首を傾かしげている。


    　彼女が出したのは、チェスの棋き譜ふとかいうものだ。「世界統一王者World Union Championとの対戦棋譜」というタイトルの同人誌だ。副題として「～地球一からだいたい銀河一程度まで。上達の記録～」とかついているのだが、ハッタリ利きかせすぎだ。


    「だからニットだけにしておけばよかったんですよ」


    　綺き羅ら々らさんの〝薬草〟のほうも、予想の通りぜんぜん売れてない。


    「タマのブロマイドは、けっこう出たですよ。売れセンですよ」


    　タマはデジカメで撮とった皆の写真をプリントアウトしてブロマイドにしていた。


    「紫音ねーさんダントツ一番人気です。三番目はなんでかタマでした。四番目がトラねーさんで、まーちゃんは五番目です」


    「へー。じゃあ二番は恵めぐみちゃんなんだね」


    「いえ二番はセンパイでしたよ。メグねーさん最下位だからタマ言わなかったのに。センパイ、デリカシーないですよ。ダメダメです。気をつかいやがれです」


    「え？　えええっ？　僕が二番なの？　なんでっ？」


    　紫音さんが圧倒的に一位という以外、まったく意外なアンケート結果がでている。


    「僕の出してたＤＶＤは……。あっ。よかった。完売でしたよ～」


    　京夜の出していたのはタマ鍋なべ動画のＤＶＤ版だ。ＤＶＤ‐Ｒを五十枚も焼いちゃって多すぎたかと心配したが、ひょっとして、もっと多くてもよかったのかも？


    「センパイよかったですね」


    　焼くのを手伝ってくれたタマが言う。手伝ってくれたのに、自分がＤＶＤ化されているのだと、いまだに気づいていないところが、なんともタマらしい。


    「ちゅう、ちゅう、タコ、かい、な」


    　回収した部ぶ札さつを部長が指にツバつけて数えている。紫音さんの経済ミニ知識によれば、本物のお金──日本銀行券のほうも、うちで出している部札と本質的には似たようなものらしい。〝価値〟を保証しているのが日本政府なのかＧグツＪジヨ部ぶなのか、そこが違っているだけだそうだ。


    「おいこら。金額が合わねーぞ」


    　物ぶつ騒そうな声で、部長がつぶやく。そしていかにも嬉うれしげに、ニヤリと笑えみを浮かべる。


    「どこのどいつかしらねーが、このＧＪ部からパクってゆくたぁ、いい度ど胸きようだ。万引きは犯罪だ。誰がチョッパっていったのか突つきとめ、地の果はてまでも追い詰つめ、一生トラウマになるような、面おも白しろオカシイ目に遭あわせてやろう」


    　ＧＪ部のお祭りは、まだまだ終わらないようであった。
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     ファンシー女子の館
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    　ある秋の夕暮れ──。


    　京きよう夜やはファンシー女子の館やかたにいた。


    　下校途中に新しくできた、とある小物屋に、ひょいとレールにでも乗っているかのような自然さで入っていった部長たちのあとに続いて、自分も店内に足を踏み入れたのだが……。


    　店に入ったとたんに、足がすくんでいた。


    　ライトアップされた店内では、キラキラと小物がまばやく輝かがやきを放はなっている。


    　異い様ようなオーラに圧倒される。


    「いらっしゃいませー！」


    　店のお姉さんに笑顔を向けられる。びくっと驚く。閉しまってきた自動ドアにがこんがこんと攻こう撃げきされて、さらに驚く。


    　そんな京夜のキョドりっぷりを、普段なら囃はやしたててくるはずの部長たちは、店内のあちこちで、それぞれの「ステキなもの」にロックオンしていて、それどころではないらしい。


    　店内には他にも女性客が少しいたが、誰だれも自分には関心を向けてはこなかった。


    　場違いの場所に迷まよいこんでしまった哀あわれな子こ羊ひつじ的男子の存在は、空気みたいに無視されている。


    　京夜はすこし落ち着きを取り戻もどした。誰もこちらを見ていない。


    　店内に置かれている小物を見てゆく余よ裕ゆうも生まれた。


    　ほー。へー。はー。


    　こんな店に踏み込んだのは初めてだった。ものめずらしさに京夜はキョロキョロとした。


    　店内にはいくつも棚たながあって、カワイイ小物がぎっしりだった。


    　棚ばかりではなく、壁かべに貼はり付けてあったり、天てん井じように張り渡したロープにぶら下げてあったり、あまり広いとは言えない店内のあらゆる場所に、所ところ狭せましと商品が詰つめこまれていた。


    　ある種しゆ、駄だ菓が子し屋やの雑ざつ然ぜんさと似ている気がする。


    　カオスが支配しているようではあるが、しかし、なんらかの法則性が根底に流れているようでもある。


    　どんな法則かといえば──。たとえば食器が多いような気がする。


    　パンダシリーズのどんぶりセット。ミツバチさんのソーサー。ちんまいお弁当箱。


    　実用品なのかインテリアなのか判はん然ぜんとしがたい。


    「これ。どだろ。なあシイ？　ほれ鍋で煮るカップ麺めんにちょうどいい大きさでね？」


    　死んだような顔のパンダどんぶりを、部長が紫し音おんさんに押しつける。どうやらあれは実用品だったらしい。


    「これカワイイです」


    　タマと綺き羅ら々らさんがじいっと見み入いっているのは、いかにも美お味いしそうな色をした石せつ鹸けんだ。


    「うん。うまうま。」


    　綺羅々さんが手に取ったのは、すぐ隣となりにあった袋ふくろ入りのキャンデーセット。


    　飴あめ玉だまのような色の石鹸と、石鹸のような色をした飴玉とが、隣り合って陳ちん列れつされている。あれでまぎらわしくはないのだろうか？　間違えたりはしないのだろうか？　それでもいいのか。


    「あー。これいいかもですー」


    　ニコニコマークの笑顔の柄がらのティーカップ。


    　よく見るまえに、恵めぐみちゃんにもらわれていってしまった。


    　ストラップがたくさん並ぶコーナーの前で、京きよう夜やは立ち止まった。勇気を出して手を伸ばしてみて、フサフサでモフモフの物ぶつ体たいを手に取ってみる。


    　犬とも羊ひつじともつかないぬいぐるみのストラップだ。大きすぎて不便じゃないかと思うのだが、こんなの、携帯にぶら下げている女の子とかよく見かける。


    　しかし難問だ。


    　これは犬なのだろうか？　それとも羊さんなのだろうか？


    　答えが１番か２番かで悩なやみつづけていると、ティーカップとかスプーンとか砂時計とか両手に抱かかえてうろうろしている恵ちゃんがいた。


    　カゴを探さがしてきて、手渡してあげながら、京夜は果か敢かんにも自分から会話を切りだしていった。


    「このストラップ、これかわいいよねー。わんこ」


    「それドワーフウサギさんですよぅ」


    　なんとウサギだった！　答えは３番だった！


    　自分に絶望して、京夜は壁かべ際ぎわへと逃げていった。


    　しかし壁にも陳列物はいっぱいだった。


    　物がぜんぜん入りそうにないちっちゃなカバン。なんの実用性があるのかもわからない。


    　それからシールのシートが何十種類も。キラキラしてたり、ちまちましていたりする。こんなのなんに使うんだろう。


    　キョドってあちこちに視線をさまよわせるうち、ついに京夜は、自分にも価値のわかる品物を発見した。


    　なぜかそこだけ実用的な折おりたたみの傘かさが、カゴに無む造ぞう作さに詰つめこまれている。


    「部長、部長──！　このカサいいですよ。ほら三段に折りたためて小さくなって。軽そうで。便利そうです。しかも七百円ですよ。わー。これ安いなー」


    　京夜が押しつけようとしている傘を、部長は、じろりと一いち瞥べつして──。


    「よくねーよ。普通じゃん。そんなん。他で買えばいいじゃん」


    　ファンシー女子の館やかたのルールは、京夜には、やっぱりわからないようだった。
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     じゃじゃーん！
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    「じゃじゃーん！」


    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　部活にやってきたタマが、戸を開あけたところで、なんでか奇き声せいをあげて、くるりんと回った。


    「どしたの？　タマ？　なにしてんの？　タマ？　入らないの？」


    　京きよう夜やがそう言うと、タマはなんか気分でも害がいされたような顔になった。


    「センパイ！　だめだめです！」


    「なんでどうして？　なんで僕いきなりダメ出しされてるの？」


    「わかりました。特別です。もっかいやってあげます。ブシっとしたナサケです」


    「ぶしっとした情なさけってなに？」


    「日本タマ学会の会長である私の推測によれば、おそらく〝武ぶ士しの情け〟のことだと思われる」


    　紫し音おんさんが文庫本から顔を上げていた。


    「あるんですか？　そんな学会？」


    「うん。このあいだ発足した。タマ鍋ＤＶＤの愛好者によってね」


    「もっかいやってあげます！」


    　タマが大声で叫さけぶ。京夜は紫音さんと二人して、姿し勢せいを正ただした、タマのほうを注ちゆう視しする。


    「じゃじゃーん！」


    　くるりんと、タマはその場で回った。スカートがふわりと広がり──。


    　両手を開ききって、タマはぴたりと止まった。ツインテの先っちょだけが体からすこし遅れて静止する。


    「うーん……」


    　京夜は考えた。腕うで組ぐみをして考えこむ。


    「なにやってんだ？　さっきから？」


    　部長が咥くわえポッキーを、ひこひこ動かしながら言ってきた。


    「これってたぶんあれですよね。いわゆるひとつの間違い探さがしですよね？　女の子が髪型変えたことに気づかないとゲームオーバーっていうハード設定の。僕苦にが手てなんですよ。いつも霞かすみに予告もなしにいきなり踏みつけられるんですよ」


    「わたしがイメチェンしたときには、おまえすぐ気がついたろ」


    「ふわふわロングがポニテに変わってりゃそりゃ誰だれだって僕だって気づきますって。髪留どめのゴムの色が青に変わったとかそんな些さ細さいなコトいったいどうやって気づけってゆーんです？」


    「あ。それはあれだ。わたしが選んでやったやつだ」


    「まーちゃんいつも霞と遊んでくれてありがとうねー」


    「い、い、で、す、かっ！　──超ちよう特別にっ！　もっかいだけやってあげます。これでわかんなかったら、タマはふてくされて帰ります」


    「帰っちゃうぞ。──おい。いいかおまえら。しっかり見ろよ」


    「タマちゃん。早く早くですー」


    「きらら。みる。」


    　フルメンバーが揃そろっていた。綺き羅ら々らさんも恵めぐみちゃんも、お茶の準備とお肉の食事を中断して集まってきている。最前列にて、かぶりつきだ。


    「じゃじゃーん！」


    　タマは再度、くるりんと回った。


    「あっわかった！　わかりました！」


    　京きよう夜やは叫さけんだ。


    「──ジャージだっ！　ジャージですよっ！」


    「うむ。ジャージだな」


    「ジャージですー。タマちゃん生なま足あしさようならですー」


    「ん。ジャージだね。ちなみに私は最初から気がついていたけどね」


    「それ。どこの？」


    　皆が口々にそう言った。綺羅々さんだけジャージのメーカーを気にしている。


    「おまえ、まーたジャージなのかよ？　冬にもなってねーのに、もうジャージか？」


    　部長がぼやいた。部長曰いわく、ファッションとは我が慢まんだそうだ。


    　秋になって寒さを覚おぼえる日もあるが、まだそんなフル装そう備びを固かためるほど寒くもない。


    「ふっふっふ。ただのジャージじゃないのです。ブランド・ジャージなのです！　この秋でタマは生まれ変わったのです！　もはやッ！　おされ極きわまりないのです！」


    「それ。どこの。」


    　綺羅々さんがまた訊きいた。ジャージのメーカーが気になるようである。


    「フーマっていうですよ。黒くろ豹ひよう的で精せい悍かんなタマのイメージにぴったしなのです」


    「ぷーま。じゃないの？」


    　綺羅々さんが哀かなしいカオになった。なにか同情するときのカオだ。


    「フーマですよ？　ほらここ」


    　タマはロゴマークを誇ほこらしげにつまんで見せる。たしかに「ＦＵＭＡ」と書いてある。


    「バッタモンじゃん！」


    「ええっ！　でもでも──ディスカウントショップで安かったのですよー？」


    「だからバッタモンじゃん！」


    　偽にせブランド・ジャージは……。すくなくとも、タマのイメージにぴったりであろうと、京夜は思った。猫ねこは猫でも雑ざつ種しゆのノラ猫で──しかもだいぶダメなほうだ。

  



  [image: ]



  
     コタツ様の帰還
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    「くちん！」


    　とある秋の部室──。部室のなかでそんな音がした。


    　ずいぶんとカワイイ音の〝くしゃみ〟に、顔を上げて発生点を探さがした。


    　京きよう夜やだけでなく、皆の視線が、綺き羅ら々らさんのところでちょうど交差していた。


    　みんなから視線を浴びてしまった綺羅々さんは、まずお肉を皿に戻もどして──。それから脚あしを揃そろえて、きちんとお座りをした。


    　部室の天てん井じようの隅すみっこあたりに視線をさまよわせて、やってないヨ、というカオをしている。


    　照れてる。ごまかしてる。なんてカワイイ。


    「モエモエです♡」


    　ぱしゃっと音がした。タマのデジカメのメモリのなかに永久保存される。


    「そういえば、そろそろ寒くなってきたな」


    　マンガ雑誌のついたての向こうから、部長が言う。


    「秋だからね」


    　パソコン席で、海の向こうの世界統一王者World Union Championさんに稽けい古こをつけながら、紫し音おんさんが返す。その声には、なにかを催さい促そくするような響ひびきがあった。


    　京夜でさえ気づいたくらいだ。親友歴九年の部長が気づいていないはずがない。


    「そだな。──そろそろアレ出すか」


    「ありがたいね」


    　紫音さんがほうっと息をついた。肘ひじをさすっていた手を止めて、部長と二人で立ち上がって、部屋の隅の物置に向かった。


    「しまうときにお洗濯してありますから、おふとん、そのまま使えますよー」


    　恵めぐみちゃんがお茶の葉を缶かんに戻している。京夜も手伝うために席を立つ。


    「なんですかなんなんですかー！　タマにもわかるように話しやがれです！　ナイショ話いくないです！」


    　タマがぶち切れた。強気モードになっている。


    　ＧグツＪジヨ部ぶ式会話に、一人ついてこれていないタマであった。ＧＪ部の会話では「主語」がよく省しよう略りやくされる。この場合、省略されていたのは〝コタツ〟という主語だ。


    「べつに内ない緒しよになんかしてないって」


    　弱気モードもカワイイけど、強気モードもかわいいなぁ、と思いつつ、京夜はタマに言った。


    「いーえ！　してたです！　センパイたちは！　タマにわかんない話をしてたです！　絶対です！　なにしろタマにはわかんなかったので、確実なのです！　タマをミソッカスにするのはイジメです！　タマのこと！　もっと可愛かわいがりやがれです！」


    　一人テーブルに取り残されたタマは、口元にケーキのクリームでヒゲを生やして、マイフォークをしっかり握にぎっている。


    　充分可愛がられていると思うんだけど。たとえば今日は〝ケーキの日〟だ。恵めぐみちゃんの力りき作さくケーキが十二等分されて、そのうちの七個はタマのブラックホールの胃い袋ぶくろに収おさまっている。


    「ところで。〝みそっかす〟ってなんだったっけ？　タマ、たまに変なこと言うよね」


    「ザブトン全部とれ」


    「だじゃれ言ったんじゃないですよ」


    　そんな話をしながらも、コタツの組み立ては進展中だった。ビニールをはぎ取り、それでもついてた半年分の埃ほこりをはたき落とす。足をくるくると四本ねじ込んで、コードをコンセントまで引っぱってゆく。布ふ団とんが掛けられて、天てん板ばんが置かれる。


    「みそっかす。……は。こどもの。あそび。などで。いちにんまえに。みなされない。こども。みそ。──だいじりんより。」


    　辞書に向かっていた綺き羅ら々らさんが、数十秒前の疑問に答えを出してくれた。


    「タマのことじゃん」


    「だからタマは一人前です！」


    「まだ見習いじゃん。正部員じゃないじゃん。ＧグツＪジヨ部ぶ魂だましい。わかってないじゃん」


    「コタツ出すんだったらコタツ出すと言いやがれです。日本語喋しやべれです」


    　とことこと歩いてきて、完成したコタツにちゃっかり一番乗りしようとしたタマの首くび筋すじを、綺羅々さんの手がひょいと捕つかまえる。


    「にゃーっ!!」


    「猫ねこ的にまっしぐらなキモチはわからいでもないが、だからオマエは見習いなのだ。──コタツ様のご帰き還かんを祝い、まずは〝儀ぎ式しき〟が必要だ」


    「儀式ってなんですかー！」


    　綺羅々さんの手で、ぷら～んと宙ちゆうづりにされながら、タマが言う。


    「感謝の祈りだ」


    　皆で和のスペースに正座して、ありがたやー、と、コタツ様を拝おがんだ。


    　両手をまっすぐに挙あげて、腰こしを支点として、上半身全体で何度も拝む。


    　それからコタツ様に皆で入った。六人で入るときのポジションは、部長が京きよう夜やの膝ひざのうえ。そして次に小こ柄がらなタマは、皆でしばらく取り合いになっていたが、今日は一番大きな綺羅々さんにもらわれていった。


    「そういえば私の記憶が確かならば、さっきタマは、〝もっと可愛がれ〟とそう言っていたね」


    「あひゃっ──くすぐったいです。そこだめです」


    　ふんふんと綺羅々さんに髪の毛の匂いを嗅かぎまくられて、タマはくすぐったそうにしていた。
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     だるまさんがころんだ
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    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　しばらく前から、京きよう夜やはいつもと違う空気に気がついていた。


    　紫し音おんさんがなんだか落ち着きがないのだ。


    　パソコン席に座って世界統一王者World Union Championさんに稽けい古こを付けているのはいつものことだが、心ここにあらずといった感じ。


    　その目は、ちらりちらりと本ほん棚だなのほうに向けられている。


    　ちなみにＧグツＪジヨ部ぶには本棚が二つ存在している。


    　片方は部長にも安心な〝安全物〟の収おさめられた本棚だ。そしてもう片方は〝禁きん書しよ〟の集められた本棚であった。一つのシリーズが二つの本棚に分けて収められていたりもする。不便なようであるが、それがＧＪ部式というものだ。


    　そして紫音さんが、さっきからちら見しているのは、そのうちの〝禁書〟の本棚のほう。


    　そういえば──と、京夜は思い出した。


    　古本屋を巡めぐってようやくゲットしてきた一冊を本棚に並べたのは──あれは、ちょうど昨日のことだ。


    　ある一人の作家が二つの名前を使って書いている。


    「よつばゆう」の名めい義ぎの本は少女小説で恋愛小説。おでこにちゅーが最上級の恋愛表現という、まったくの安全物。部長専用。


    「二にノの宮みや修しゆう二じ」の名義の本はガチＳＦで、ハードバイオレンスで、ちゅーどころかもっとスゴいコトまで平気でバンバンと──。性エロスと死タナトスは不可分なんだぜ！　とばかり。作家の魂たましいのシャウトが聞こえてきそうな、震ふるえるほどビートな超ちよう危険物。紫音さん専用。


    　ちなみに件くだんの本は、「二ノ宮修二」の名義の最後の一冊。これで全巻コンプリートである。


    　ちらりと本棚を見てみると──。本はまだそこにあるようだ。


    　なるほど。


    　京夜は理解した。読みたいのだろう。そうだろう。京夜も読みたかった。だからマイチャリを飛ばして隣となり町まちの古書店まで駆かけずり回った。絶ぜつ版ぱん本ぼんと言われて新品では入にゆう手しゆ不能だった。図書館にもなかった。そして期待した通りにやっぱりセンセイはスゴかった。あんなんラノベでやっちゃいますか？　家に置いておくと妹に見つかって捨すてられてしまいかねないので、こうして部室の禁書の本棚に保管しているわけだった。


    　とか、京夜が物思いに耽ふけっていると──。


    「ん、んんっ──」


    　紫音さんが急にわざとらしく咳せき払ばらいをした。


    「んっ……。キョロ君。すまないが。ちょっとむこうを向いていてくれまいか？」


    「いいですよ」


    　京きよう夜やは素す直なおに応じた。


    　くるりとむこうに向く。そして頃ころ合あいを見み計はからい──、くるっと体を前へと戻もどす。


    「わ、わわっ──！」


    　紫し音おんさんは椅い子すと本ほん棚だなとの中間にいた。慌あわてて椅子へと飛び戻る。その勢いきおいのあまり、キャスターがザーッと音を立てて一メートルほども滑すべっていった。


    「ず、ずるいっ！」


    　紫音さんは指を突つきつけて糾きゆう弾だんしてきた。


    「むこうを向いているとキミは約束をした！　契けい約やくしたからには履り行こう義務が発生して──」


    「あれれ？　だめでした？　ちょっとって言うから、ちょっとむこう向いてたんですけど」


    「きしししし」


    　部長がマンガ雑誌のついたてのむこうで、嫌いやな感じの笑い声をあげた。タマがパシャッとデジカメで〝おこりんぼ〟の紫音さんを一枚ゲット。綺き羅ら々らさんは、くんくんと鼻を動かして空気のにおいを嗅かいでいる。恵めぐみちゃんはそんな皆をにこにこと見守って、お茶の準備に取りかかる。


    　いつもとおなじ。ＧグツＪジヨ部ぶの時間はゆったりと流れている。


    「じゃ、じゃあ……！　じゅ、じゅう──い、いやっ！　二十っ！　二十数かぞえるまで、むこうを向いていることっ！」


    「はいわかりました」


    　京夜は素直に従った。


    「いーち……、にーい……、さーん……」


    　ゆっくりと数えはじめて──、あるところから一気に──！


    「しごおろくしちはちきゅうじゅう──じゅういち！じゅうに！じゅうさん！じゅうし！じゅうご！じゅうろく！じゅうしち！じゅうはち！じゅうくにじゅうっ!!」


    　早口言葉で数えあげる。そして振り返った！


    「わ、わ、わわわっ！」


    　本棚の前にいた紫音さんは、椅子まで一気に駆かけ戻った。こんどの勢いは椅子のキャスターが五メートルも滑るほどだった。端はしの壁かべまで行ってようやく止まる。


    「ひどい」


    　ぽつりと、うらめしそうなつぶやきがあがる。


    「キ……、キミは私で遊んでいたのか。必死な私を見て笑っていたわけか」


    「笑ってたのは、おもに私らだがな。キョロは仕掛け人だから──ほうらマジメな顔ダロ」


    　京夜はようやく顔に笑いを浮かべて──そして、紫音さんに言った。


    「〝だるまさんがころんだ〟っていうんですよ。この遊び」
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     血液型占い
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    「キョロ君は、血液型は何型かな？」


    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　皆でてんでに、本を読んだりゲームをしたり編あみ物をしていたりする、とある秋の午後──。


    　紫し音おんさんが、そんなことを言ってきた。


    「Ｂ型ですけど」


    「うむ。そうだろうね。Ｂ型の男性の性格は、ゆったりと楽らつ観かん的で落ち着きのあるというものだから。まさにキミの人物像そのものだ」


    「あー……」


    　言おうかどうしようか、しばし迷まよったあとで──。


    　しかし京きよう夜やは、言うことにした。


    「でも血液型占うらないって、なんか科学的根拠はないって言ってましたよ」


    「そんなはずはない」


    　紫音さんはちょっと固かたい顔になった。


    　やっぱり──。正ただしてはならなかったのだ。紫音さんの間違いは。


    「センパイだめですよ。それＧグツＪジヨ部ぶのタブーですよ。前教えてくれたやつですよ」


    　タマが言う。このあいだ後こう輩はいのために身をもって教えたことだった。その自分が禁忌タブーを犯おかしてしまっては世せ話わがない。


    「これは歴れきとした学問だよ」


    「でもこのあいだ観た科学番組で、たしかそんなふうに──」


    「まあ最後まで聞いてくれたまえ」


    　京夜の話を紫音さんは遮さえぎった。そして続ける。


    「私は知識を書しよ物もつから得るにあたり、一冊の本のみの記述で結論に飛びついたりするようなことはしていないんだ。たとえば血液型診断に関しては、百二十一冊の書物を読み、クロスチェックを行った。大多数の文ぶん献けんで記述が一致していることは確認済ずみだ」


    「おま。そんなに読んでんのかよ」


    　部長がポッキーを咥くわえたままでそう言った。


    「私の読書速度を知らない真ま央おではあるまい」


    　紫音さんは髪をかきあげて、そう言った。


    　いちど目にしたことがあるが、たしかに紫音さんの読書速度は凄すさまじい。ぱらららら──と、ページをめくってゆくだけで内容が頭に入ってしまう。完全記憶の持ち主である紫音さんにとっては、ページの内容が一瞬でも視界に入れば、それで読み終わってしまうらしいのだ。


    「そういえばいっぱい出てるっけな。血液型占うらないの本ってな。コンビニとかになっ」


    　部長はそれきり黙だまってしまった。こりこりぽりぽりとポッキーを短くしてゆくばかりだ。


    　突っこむ役目は、どうやら京きよう夜やに一いち任にんされたようである。


    「そうしたクロスチェックの結果、キミのＢ型に対する性格診断の蓋がい然ぜん性せいは高いといえる。たしかにキミが思うような疑問は当然出てくるのかもしれない。だがしかしここはひとつ血液型診断のいわゆる権けん威いである私を信頼してはくれまいか」


    　紫し音おんさんの言うことは、大たい抵ていは素す直なおに信じる京夜であったが──。


    　こればっかりは、どうにも、うさんくさい。


    　書しよ物もつをあたったと紫音さんは言うが、それは部長が言うようにコンビニとかによく置いてある「血液型占い」の本のことなのだろうし。だいたいさっきから話がビミョーに食い違っているのである。京夜が言うのは「血液型占い」で、紫音さんが口にしているのは「血液型診断」なのだった。


    　よって京夜は反撃をはじめた。


    「だけどですよ。紫音さん。テレビではたしかに──」


    「てれび？」


    「はい。テレビです。父さんと霞かすみが科学番組を観ていて、そこでたまたま血液の話をやっていて、そのときに血液型と性格との関係はまったくないって、たしかにそういうふうに──」


    「あっ。あのっ。私は。てれび……は、あんまり観ないんだ」


    「観ないんですか？」


    　急に弱々しくなった紫音さんに、京夜は訊きいた。


    「そのっ。つまりっ。禁止なんだ」


    　紫音さんは人差し指の先せん端たんを、くっ付けたり離したりしていた。


    「……兄ニー兄ニーズが、てれびはよくないと。……本を読みなさいと」


    「反抗してください」


    　兄兄ズは、とんだ教育ママのようだった。


    「でもでもっ、てれびは情報の取しゆ得とく効率がわるいんだ。一時間ものんびり座っていたら、いったい何百冊の本が読めてしまうことだろう？」


    「あー。紫音さんの場合。そうかもしれないですねー」


    　京夜は言った。たしかに納なつ得とくだ。本は天才性によって読む速度をいくらでも上げられるが、テレビはせいぜい二倍速くらいでしか観ることができない。


    「あの番組の録画。まだ残っていたかなぁ？　──こんど携帯に入れて持ってきますね。一緒に観ましょう。〝くろすちぇっく〟しましょう」


    「う、うんっ。そうする」


    　こぶしをぎゅっと握にぎりしめて、〝しおんさん〟は大きくうなずいた。
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     秋の味覚ジャンクフード巡り
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    　とある秋の休日。


    　京きよう夜やは紫し音おんさんと駅前通りを歩いていた。


    　昼過ぎの賑にぎやかな商店街を、紫音さんの前に立って歩く。


    「じつに楽しみだ。まさか君にこうしてエスコートしてもらえる日が来ようとは」


    「そんな大げさな」


    　京夜は笑った。駅で待ち合わせをして、京夜の馴な染じみの店に案内するという約束だった。エスコートなんて、そんな大げさな。


    「でも紫音さん、ぜったい気に入ると思いますよ」


    「ううんっ。楽しみだ♪」


    　じつは紫音さんはジャンクフード好きなのではないかと、京夜は前々からそう思っていた。


    　カップ麺めん大好き。インスタントラーメンも好き。炭たん酸さん飲いん料りようとコンビニお菓か子しに痺しびれる憧あこがれる。


    　紫音さんの二番目のお兄さんは料理の天才マイスターで世界的シェフだそうだ。紫音さんの普段の食事には、大統領でも数年の予約待ちになるような美び食しよくが出ているらしく──あまりに美お味いしいものに慣なれすぎてしまって、庶しよ民みんの味が新鮮で素晴らしいものに思えてしまうのではなかろうか。


    　本日、その仮説が確かめられる。


    「最初は。ここです」


    「ふむ。はんばっがぁ……だね。うん。文ぶん献けんで読んだことはあるんだ。ドイツのハンブルク地方で労働者向けに提供されていた料理がアメリカに伝わり、はんばぁぐとなり、さらにバンズにサンドするという工く夫ふうを経へて、はんばっがぁとなったのだと──」


    「モスとかキングもいいんですけど。やっぱ基本はマックですよね」


    「もす？　まっく？　きんぐ？」


    「ま。とにかく入りましょう」


    　京夜はパスケースから紙を一枚抜きだすと、先に立った。


    「その紙は？」


    「クーポンですよ。安くなるんです」


    「おおっ！」


    　紫音さんは何に対しても感激している。


    　こういう場所はやっぱり入ったことがなくて珍めずらしいのだろう。店内でも物珍しげに、きょろきょろしていた。店のお姉さんに「いらっしゃいませー」と元気よく声を掛けられて、びくりと驚く、飛びすさる。


    　そんな〝しおんさん〟のことを、京夜は微ほほ笑えましく見守っていた。


    「は、はんばっがを、ひ、ひ……ひとっちゅ」


    　嚙かんでいる。


    「ご一緒にポテトなどいかがですかー!?」


    　カモられている。


    「ならいっそバリューセットにしちゃってもらえますか。ドリンクつきますし。──ほら紫し音おんさん。飲み物決めるんです。ホットでもコールドからでも選べます。それからこれで──」


    　クーポンをすっと滑すべらせる。バリューセットがこれで割引となる。


    「僕はチーズバーガーバリューセットサラダであと爽そう健けん美び茶ちやはＬにしてもらえますか」


    「かしこまりましたー」


    　自分の注文を終えると、紫音さんがなんか驚いたようなカオをして見つめてきていた。


    「なんですか？」


    「すごいな……。君は……。高速詠えい唱しようを可能とするんだな……」


    「はい？　こうそくえーしょー？」


    「伝説の魔法使いみたいだ」


    「いやいやいや。普通のコーコーセイですし」


    　普通の高校生が、ごく普通にできることをやっているだけだった。高速詠唱──とか言われたら、まあ、手て早ばやく注文しているかもしれないけど。慣なれてるし。


    　サラダとポテトは半分ずつトレードした。ハンバーガーとチーズバーガーを、おたがいに一個ずつ食べた。


    　私服姿の紫音さんと一緒にご飯を食べていると、なんかへんなカンジがする。


    　制服姿のほうの紫音さんとなら、毎日、いつも昼休みに一緒なのだけど。


    　そんな違い和わ感かんを感じているのは京きよう夜やだけのようで、紫音さんは一いつ心しん不ふ乱らんに、ハンバーガーにぱくついていた。唇くちびるについたケチャップにも気づかないほどだ。指で示してあげると、慌あわてて紙ナプキンを探さがしている。


    　すっかり食べおえてしまってから、紫音さんは、京夜の顔を恥はずかしげに見つめて──。


    「も。もういっこ、もらってきても……。いいだろうか？」


    「まだ食べられるんでしたら、つぎは牛ぎゆう丼どん屋やいきましょう。生なま卵たまごサービスのタダ券があるんです。霞かすみがこういうの集めるの好きなんで、いくつかもらってきました。ケンタのもありますよ」


    「ぎうどん？　けんた？」


    「やっぱここはセオリーとしてまずは[image: ]よし牛ぎゆうですね。すき家も松屋も捨すてがたいんですけど」


    「よしぎゅう？　すきや？　まつや？」


    　きょとんと小こ首くびを傾かしげる紫音さんと一緒に店を出た。


    　駅前通りを歩けば、ファストフードの店はいくらでもあった。


    　今日は〝しおんさん〟を独ひとりじめだった。
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     ピロピロ
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    　いつもの放課後。いつもの部室。


    　誰だれが持ってきたのやら──。丸テーブルの上に「ピロピロ」が置いてあった。


    　駄だ菓が子し屋や縁えん日にちの夜よ店みせで見かけるアレだ。笛の先にくるくる巻いた紙がついていて、吹くと、


    ぴゅーと伸びるあのオモチャだ。


    　懐なつかしいなぁ、と、手に取って眺ながめていると──。


    「ん？　なにかな。なにかな」


    　紫し音おんさんが興味を示してきた。文庫本をお腹なかに置いて、京きよう夜やの説明を待っている顔だ。


    「なにかな、それは？」


    「本当はなんていう名前なのかは知らないんですけど。でも僕のところでは〝ピロピロ〟って呼んでましたね」


    「そ、それは……。た、たべるものなのかな？」


    「たべないですよ」


    　京夜は笑った。彼女はといえば、すっかり〝しおんさん〟の顔になっていた。ぐぐっとテーブルの縁ふちを越えて、身を乗りだしてきている。


    　京夜はちょっとしたイラズラっ気けを起こした。


    〝しおんさん〟の顔のまえで、笛をかまえる。そして口にくわえて──。


    　ぴゅー、と、吹いた。


    　紙かみ筒づつがくるくる回って伸びていって、紫音さんの鼻を打ちつける。


    「わっ！　うわわっ!!」


    　がたがた、どったん。


    　紫音さんは椅い子すごとひっくり返ってしまった。


    「ああっ！　すいません！　すいません！　べつに驚かせるつもりじゃ──」


    「わっ！　わわっ！」


    　そんなにびっくりしたのか、紫音さんはお尻しりを床ゆかに引きずって、肘ひじと足とで、じたじた、ばたばたと逃げようとしていた。


    　いわゆる〝腰こしが抜けた〟という状態だ。まんまるく見み開ひらいた目を京夜に向けている。


    「あの……。これそんなに怖こわくないですよ？　ただのオモチャですから」


    　京夜は〝ピロピロ〟をもういちどくわえた。


    　ぴゅー、と、吹く。


    「わーっ！」


    　腰が抜けたままで、紫音さんがさらに後あとじさる。


    「ほら──だからほら！　怖こわくないですってば！　ほら！　これ！　へーきですって！」


    　またまた、ぴゅーと吹いた。


    　あわあわと言いながら、紫し音おんさんが後あとじさる。


    　スタート地点は丸テーブルのところ。それがいまは畳たたみ敷じきの和のスペースの上。


    　コタツで昼寝をしていたタマにぶつかり、「なんですか。なんですか？」と寝ぼけているタマの上をのぼってくだって、紫音さんは必死になってまだまだ逃げてゆく。


    「紫音さん。ほら逃げないで紫音さん」


    　京きよう夜やは紫音さんを追いかけた。もうすっかり楽しくなってしまっていた。


    　ピロピロを口にくわえて、またまた、ぴゅーと吹く。


    「ひいぃ」


    　紫音さんが逃げる。


    　京夜は、またまたまたまた、ピロピロをくわえた。そして──。


    　どげし、と、後うしろから蹴けりつけられて、前のめりに倒れた。固かたい床ゆか板いたで顔がん面めんを削けずった。


    「なにイジメっ子やってんだよ？　オマエはよ──？」


    　コワい顔をした部長が仁に王おう立だちになっていた。


    「あれ？」


    「あれ、じゃねえだろ。うちは殿との方がた禁止って言ってあッだろ。イジメっ子禁止だろ」


    　部長がぐりぐりと足で踏みつけてくる。上うわ履ばきの底のゴムが背中に痛いたい。


    「あれ？」


    　京夜は正しよう気きに返った。紫音さんが背中を壁かべに押しつけて、怯おびえた目でこちらを見ていた。


    「キララ。やれ」


    　部長がついっと顎あごを振る。


    　綺き羅ら々らさんがすたすたとやってきた。手が伸びてくる。襟えり首くびが摑つかまれた。


    「うわ。ちょ──わかりました！　わかってます！　目が覚めました！」


    　ぶら～んと、京夜は窓の外に吊つり下げられた。


    　地上二階から腕うで一本で吊されて、すでに正気に返っていたが、もっと正気に返った。


    「反省してまーす！」


    　部屋の中に戻もどしてもらってから──。


    　京夜は紫音さんに何度も頭を下げた。紫音さんはびっくりしただけで、怒ってはいなかったようで──。すぐに許ゆるすと言ってもらえたが、自分の気が済すまなくて、何度も何度も謝あやまってしまった。最後には部長に「しつけえ」と、また蹴りをもらった。


    「い、いじめっ子なんだな……。お、男の子なんだな……」


    　妙みような温度のリアクションとともに、紫音さんに普段以上の距きよ離りを取られる日が、そこから一週間ばかり続いた。
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     ラノベの行方
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    「あれー？　おかしいなー」


    　自分の部屋の本ほん棚だなを、左上から右下まで順に眺ながめていって、京きよう夜やはつぶやいた。


    　本が何冊か、見当たらない。


    　とある作家のデビュー初期の作品群だ。ＳＦ方面とバイオレンス方面と、あとエロス方面に大きく突とつ出しゆつした規き格かく外がいライトノベル。この週末に読み直なおそうと思って本棚に並べておいたその場所に、すっぽりと数冊分、空あきができている。一冊だけ残してほかがごっそり消えている。


    「ねえ霞かすみー」


    「なーにー、お兄ちゃん」


    　ぱたぱたと膝ひざから先で返事がかえる。ベッドに寝そべり、妹君ぎみはいま読書中だった。


    　兄の部屋のベッドを占せん領りようして、兄のマンガを読み耽ふける。そして飲んでいるジュースもまた当然のように兄に運ばせたもの。なにしろ敵は「お兄ちゃんジュース飲みたい」だとか、ＹＥＳかＮＯで答えにくい角度から攻せめてくる。「ねえ。おねがい」とこられては、抗あらがう術すべはない。これはもはや四しノの宮みや家の伝統だ。父さんもこうしてオカンにいいように操あやつられている。


    「十一巻おわったー。つぎ。十二巻とってー」


    　本を戻もどすのも、次の本を取ってくるのも、すべて兄の役目である。


    　霞から渡された一冊を本棚に戻し、次の一冊を取ってくる。そして京夜は再び訊きいた。


    「ねえ霞。本知らない？　小説なんだけど。二にノの宮みや修しゆう二じって人のシリーズが一冊残してほか全部ないんだけど。もしかして自分の部屋に持っていっていたりする？」


    「ああ。あれねー」


    　開いたマンガ本に顔を落としながら、ポニーテールで霞は答えてきた。


    　京夜は安心した。やっぱり霞が──。


    「処しよ分ぶんしたから」


    「え？」


    　京夜は固かたまった。なんかいま信じらんないことを聞かされた。


    「だめだよお兄ちゃん。あれえっちいよ。えっちいの読んでるとオトコノコになっちゃうよ。あたしには妹として、お兄ちゃんを正しく育てる義務があります。あの本は一冊を除のぞいて四ノ宮家条例により有ゆう害がい図書に指定されました。単純所持も違法です。よって処分されました」


    「なっ……、なっ……、なっ──！　なんで捨すてるのっ！」


    　京夜は叫さけんだ。京夜にしてはめずらしく大声をあげていた。


    「捨ててないよ。だから処分しただけだって」


    　本を置くと霞はきちんと座り直した。大声をあげる京夜をぽかんと見つめてくる。


    「どう違うのっ！」


    「返へん却きやくしてきただけだもん。制作者のとこに。なんか同じ本いっぱいあって本ほん棚だな埋うめ尽つくしてたよ。著ちよ者しや献けん本ぽんとかいってたくさん送られてくるんだって。そのうちの一冊に戻してきたから」


    「……えっ？　返却？　えっ？　制作者？」


    　意味がわからず、京きよう夜やはきょとんとした。


    「作者の人、ご近所さんだよ？　お兄ちゃん知らなかったの？」


    「え？　ええ──っ!?」


    　京夜はびっくりした。憧あこがれの作家が、まさか近所に住んでいたなんて。


    「お兄ちゃんのクラスの……だれだっけ。なんとかさんの家に住んでるよ。イトコさんだよ」


    「え？　ええ──っ!?」


    「お兄ちゃんさっきから、えーって言ってばっかり」


    「そのなんとかさんって誰だれっ!?　そこすごく大事なところだから！　思いだしていますぐに！」


    「あとうちのクラスの東しの雲のめ理り央おちゃんのね。……なんだっけ。召めし使いとか、しもべ的な存在？」


    「いやそっちはどーでもいいから。僕のクラスのなんとかさんって誰なの。教えてよ」


    「やだよ教えないよ。だって教えたらお兄ちゃん本取りに行っちゃうでしょ。そしたら汚お染せんされちゃうでしょ。あの人だめだよ変へん態たいさんだよ？　女子中学生になじられて喜ぶ人だよ？」


    「え？　ええ──っ!?」


    　たぶん作者に会ってきたのだろう霞かすみから、そんなことを言われる。二にノの宮みや修しゆう二じという作家の人物像が、ぐらぐらと揺ゆらぐ。尊敬していたのに！


    「じゃ、じゃあせめて本だけでも返して──」


    「では最高評議会による採さい決けつを行おこないます」


    　霞は携帯を開くと魔法的な早はや業わざでメールを送った。〝評議会〟の面めん々めんから返事がすぐに返る。


    「──きたきた返事！　えーとジルちゃん『エロスはほどほどに』。セラちゃん『殿との方がたはある意味仕方がないのだといま森もりが』。まーちゃん『ちゅーは禁止だ』。はい全員一致で却きやつ下かです」


    「いやそれ半分条件付きでＯＫって言ってない？　てゆうか評議会ってそれなんなの」


    「だめなものはだめ！　お兄ちゃん！　聞き分けがないよ！」


    　京夜はしょぼんとうなだれた。四しノの宮みや家では女性陣じんがだめと言ったら、それはだめなのだ。


    「……あれ？　でも二ノ宮修二の本、一冊だけ残ってたけど……。あれだってけっこうえっちいよ？　いやべつにね、えっちいのは死タナトスと性エロスとが不可分ってだけでね。僕はえっちいのが読みたいわけではなくてね。──でもなんであれだけＯＫなの？」


    「あれは……、そのほらっ、ヒロインが……、妹……。だったから」


    「はい？」


    「いいの！　とにかくお兄ちゃんはあの一冊を読んでなさい！　最低五回は読むこと！」


    　京夜のこの週末の読書は、妹モノのラノベとなった。
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     グルーミングのじかん
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    　いつもの四しノの宮みや家のリビング。


    　オカンが夕ゆう飯はんの支し度たくをはじめていて、父さんはまだ帰宅せず、遅くまで遊んでいた霞かすみがさっき帰ってきて、いまはカーペットの上でゴロゴロとくつろいでいる。


    　そんな四ノ宮家の平和な夕べ。


    　なんとなくテレビがつけられているが、べつに誰だれも見ていない。バラエティー番組のお笑いタレントの声をＢＧＭに聞きながら、京きよう夜やが考えるのは、妹のことだった。


    　最近、帰りが特に遅い。


    　日が落ちてだいぶ経たってから帰宅してくる。京夜も毎日部活があって帰宅は遅いほうだが、それよりもさらに遅い。今日だっていまさっき帰ってきたばかり。そして開かい口こう一番「ごはんまだー？」である。


    　中学生になって、変な遊びを覚えていないかどうかが心配だ。


    　──と。妹のほうばかり見ていた京夜は、その髪の毛が乱みだれぎみであることに気がついた。どこかで暴あばれてきたみたいにポニーテールが絡からまっている。


    「あの最近さ……、霞さ……、帰ってくるの遅いけどさ。なにして遊んでるのかな？」


    「なーに、お兄ちゃん？」


    「今日はなにしてたの？」


    「けいどろやったよ」


    「は？　へ？　……けいどろ？」


    「知らない？　ドロボウさんとケイジさんとに分かれて──」


    「いやそれは知ってるけど」


    「男子やっつけたよ。ジルちゃんとセラちゃんとで。あっち、ずーっと牢ろう屋やから出られなくて。交こう代たいしたら、こんどはぜんぜん捕つかまえられなくて、さいご、半泣きになってたよ。えへへ」


    「あ、ああ……。そうなんだ」


    　いつものメンバー。遊びのほうもまったく健けん全ぜん極きわまりない。心配する必要はなにもなかった。


    　しかし我わが妹よ。中学生にもなって〝けいどろ〟って、それどうなん？


    　ほっとした京夜の目が、テーブルの上に置かれたヘアブラシを見つける。霞の髪の毛はといえば、元気いっぱい遊んできたそのまんま。だいぶくたびれた感じ。


    「おいで。霞」


    　ブラシを手に取り、ソファーに座って──ぽんぽんと隣となりを叩たたいて、霞を呼ぶ。


    「えっ？　えっ？　えっ？　……な、なにっ？」


    　ぎょっとした顔が、霞から返ってきた。


    「えっ？　いやあのその──へんな意味じゃなくてねっ。ぼ、僕ほらっ、ブラッシング上手だって褒ほめられるんだよ、よく部活でみんなに。霞かすみ──遊んできたまんまで、ほらっ、髪──そんなだし。だから梳とかしたほうがいいかなーって。ああ嫌いやならべつにいいんだ気にしないで」


    　霞の驚きっぷりに、京きよう夜やのほうもびっくりしてしまって、必要以上に饒じよう舌ぜつに長ちよう文ぶんで言ってしまう。慌あわてたときの紫し音おんさんの気分が、なんだかすごくよくわかってしまった。


    「お兄ちゃん……。そっちの部活って、いっつも、そんなことやってんの？」


    　その目がすうっと細くなる。迫はく力りよくがあって、ちょっとビビる。


    「あいや──してないヨ。ほんとだヨ。これまで三回とか、たったのそのくらいで──」


    「ん。じゃあ。やる。──やって！　あたしも！」


    　さっきまでは嫌がっていたようなのに、なんで、いきなり心変わりしたのか──霞はたたっと走ってくると、お尻しりから勢いきおいよく飛び込んできた。


    「あれ？　えーと」


    　招まねいたのはソファーの隣となりだったが、霞のお尻がはまりこんでいるのは、京夜の脚あしの間である。


    「ん！」


    　ぴんと伸ばした背せ筋すじでもって催さい促そくされる。京夜も背筋を伸ばして、妹の髪に触ふれていった。


    「お兄ちゃん。痛いたいよ」


    　髪留どめのゴムを外はずすとき、髪が引っかかってしまった。「ごめん」と謝あやまる。


    　ポニーテールをほどいて、違う女の子みたいになった霞の髪にブラシを当てにいく。


    　だけど男の子みたいに遊んできた霞の髪の毛は、ひどく手て強ごわそうで──以前、恵めぐみちゃんに教えられたように、まずは手て櫛ぐしでほぐすところから始めたほうがよさそうだ。


    「お兄ちゃん。くすぐったいよ」


    　妹の髪に指を通していると、霞が首くび筋すじを震ふるわせながら、そう言った。また「ごめん」と謝る。


    「お兄ちゃん。……まだ？」


    　じれったそうに霞が言う。まだまだ時間が掛かりそうだ。「ごめん」と謝ってブラッシングを続ける。霞の髪の毛は、猫ねこっ毛で、これがなかなかブラシに従ってくれない。霞は長い髪が好きなのに、これ以上伸ばさず、ポニテにまとめているのは、このせいだろうか。


    　部長とも紫音さんとも恵ちゃんとも違う、妹の髪の感かん触しよくを──手に覚おぼえさせつつ、京夜はブラッシングに専せん念ねんした。


    「お兄ちゃん。……ふあっ」


    「どうかした？」


    「な、なんでもない。なんでもないよ。……いいよつづけて」


    　兄妹のグルーミングの時間は、父さんが帰宅して好こう物ぶつのコロッケに歓かん声せいを上げるまで続いた。


    　そして、その日以降──。お風呂上がりの霞の髪を梳かすのは、なんでか、京夜の仕事ということになってしまった。
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     ＧＪ部襲撃さる
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    　ハロウィンの足音がだんだんと近づく、とある秋の一日。


    　コタツでぬくぬくと温ぬくまりながら、京きよう夜やはいつものように本を読んでいた。


    　隣となりではタマが本日発売のマンガ雑誌を読み耽ふけっている。タマはマンガは読むが小説は読まない。そのタマの手が、ぱしっ、ぱしっとコタツの上を探さぐっている。京夜は新しいポテチの袋ふくろを開いて、タマの手が届くところに置いてやった。


    　そんなＧグツＪジヨ部ぶの秋の一日は──。


    「ワレワレハＧＪ部ダ──ッ！」


    　突然の闖ちん入にゆう者しやの声によって破やぶられた。


    　どどど、三人ばかりが、戸を開あけて駆かけこんでくる。


    　先頭の一人は首から上に大きなカボチャをかぶっていた。後うしろに続く二人は魔ま女じよさんだか吸きゆう血けつ鬼きさんだか。あとオオカミ人間さんだかイエティさんだか。どちらも顔は手で覆おおっている。


    　部室にいる他の面めん々めん──部長や紫し音おんさんや恵めぐみちゃんを無視して、カボチャっ子は京夜のもとにまっすぐ向かってきた。


    「お菓か子しかイタズラかー!?」


    　そう言って、手を差し出してくる。それはハロウィンにおけるお約束の行動だ。京夜はポテチの袋に手を伸ばした。平和主義者として、お菓子で済すませることにする。袋の端はしをぎゅっと摑つかんでいるタマの手を、ぱしっとはたき落として、ポテチの袋ごとカボチャっ子に手渡す。


    「ほらおにーちゃんやっぱり素す直なおにお菓子渡したよ。──ね。言ったとーりでしょ？」


    　戦利品を仲間に渡しつつ、カボチャっ子が、オレンジ色の大きなカボチャを脱ぬいだ。


    　そこに現れたのは──霞かすみの顔。声でなんとなくはわかっていたけど。


    　後うしろの二人、ふかふか毛皮のオオカミっ子もしくはイエティっ子と、黒マントの魔女もしくは吸血鬼っ子の正体は、霞の友達、ジェラルディンちゃんと聖せい羅らちゃんだ。得意そうに笑う霞のその後ろから、ジルちゃんがすまなそうに会え釈しやくしてくる。


    「なにしにきたの……、霞？」


    　ようようのことで言葉が出る。呆あきれると声が出なくなるというのは、どうやら本当だ。


    「お兄ちゃんハロウィン知らないの？」


    「いや知ってるけど。まだ早いよ。あれ十月三十一日だよ」


    　十月三十一日には、もちろんＧＪ部も仮か装そうしてお菓子狩がりに出動する。でもまだ数日ある。


    「お兄ちゃん。ハロウィンの日に襲しゆう撃げきしたらそれじゃぜんぜん普通だよ。よく訓練されたＧＪ部部員はハロウィン前に奇き襲しゆうをかけるんだよ」


    「ＧＪ部部員って……霞、部員じゃないでしょ？」


    　最近、野外活動によく参加していたせいだろうか。まるで自分たちもＧグツＪジヨ部ぶの一員であるかのように霞かすみは言う。


    「部員だよ。自分たちで作ったもん。中学で。ジルちゃんとセラちゃんと、まだ三人だからホントは同好会だけど。来年の春には一年生を捕つかまえて四人にするよ。きちんと部にするもん」


    「──ほんとにＧＪ部でしたよ！　──中等部でしたよ！」


    　京きよう夜やはびっくりしていた。声を荒あららげて部長に報告する。


    「あれ言ってなかったっけ？」


    　部長は慌あわてず騒さわがず、丸テーブルを離れもせず、そう返してきた。


    「このあいだ告知していたね。ダジャレ大会のときに『ＧＪ部中等部の連中にも訊きいてみよう』と真ま央おは言っていたから」


    「そんな微び妙みようなの覚おぼえてるわけないですよ！　伏ふく線せんなら伏線らしくきちんとネオンサインつけてギンギラギンに目立たせておきやがれですよ！」


    「あれー？　まーちゃんだー？」


    　いま部長を見つけたのか、霞がぽかんと声をあげる。


    「あれー？　カスミちゃんだー？」


    　部長のほうも、鏡かがみ映うつしに霞を指差して返している。


    「なんでまーちゃんがいるのー？」


    「まーちゃん遊びにきてるんだよー。カスミちゃんとおんなじだよー」


    「そ、そっかー」


    　釈しやく然ぜんとしない顔で、霞はうなずいた。そうだろう。まーちゃんは小学三年生という設定になっているのだ。それが当たり前のような顔で高校の部室にいれば不ふ審しんに思って当然だ。ジルちゃんと聖せい羅らちゃんの二人のほうは、それぞれニコニコ笑顔とクール無表情。綺き羅ら々らさんの妹と天あま使つか家三女だから、事情はわかっているに違いない。知らぬは我わが妹ばかりなり。


    「あれー？　まーちゃん、高校の制服着てる……？」


    　不審そうに目を細めていた霞が、そう指摘する。


    「これか？　これはコスプレだ！」


    　部長は腕うで組ぐみをして断言した。なんでそんなに自信たっぷりでいられるのか。そこに痺しびれる憧あこがれる。


    「そっかー」


    　霞は疑ぎ惑わくを晴らして、にぱっと明るい笑顔となった。我が妹ながら、どうなのそれ？


    　そんな霞に、ジルちゃんは明るく柔にゆう和わに微ほほ笑えんで、聖羅ちゃんはにやりと仄ほの暗ぐらいほうの微び笑しようを向けていたりする。


    　騙だます相手が、我が妹一人だけで幸さいわいだった。ジルちゃんは賢かしこそうだし。聖羅ちゃんなんかは〝狡こう〟と書くほうの賢さがあるような気がする。霞みたいに単純ではないだろう。
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     ジェラルディンという子
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    「ＧグツＪジヨ部ぶを襲しゆう撃げきしにくるとはいい度ど胸きようだ。ようしおまえら迎げい撃げきしてやるぞ」


    　部長が椅い子すの上に仁に王おう立だちとなって、部長っぽく宣せん言げんする。まーちゃんは〝ブチョー〟というあだ名の通り、仕切り癖ぐせがあるという設定だ。この場合、なにも問題はない。


    「当方に迎撃の用意アリだ。──メグ。紅茶フルコース責ぜめの用意だ。茶ちや菓が子し絨じゆう毯たん爆ばく撃げきも忘れずにな」


    「はぁい。本日のケーキはぁ──レアチーズタルトでぇす」


    「タマのぶん減へっちゃうんですケド」


    　そういえば今日は「ケーキの日」。恵めぐみちゃんの力りき作さくケーキが十二等分されて、そのうちの七つがタマの胃い袋ぶくろに収おさまる日。霞かすみとジルちゃんと聖せい羅らちゃんの分が増ふえて、タマの取り分はだいぶ減ってしまう計算だ。


    　紅茶の葉っぱがポットの中で踊おどっている。


    　恵ちゃんが慣なれた手つきでケーキを切り分ける。


    　我わが妹がよだれを垂たらさんばかりに食い入る目つきで見つめている。──と、その我が妹が、はっと正しよう気きに立ち返って、思いやる目を友達に向けた。


    　ふわふわの金色の髪の女の子が、姉の後うしろに隠かくれるようにして立っていた。


    　盾たてにされている綺き羅ら々らさんは、なんとも困こまった顔。口にくわえたお肉もぷらぷらと戸と惑まどいぎみに揺ゆれている。ちなみに本日のお肉は伝説のマンガ肉だ。


    「じる。すたんど。あんど。ふぁいと。」


    　姉の手に背中を押され、友達に励はげまされて手を取られ、彼女──ジェラルディン・バーンシュタインは、一歩、前へと歩き出る。身にまとうハロウィン衣い装しようは、オオカミさんの毛皮。


    　首から吊り下げているのは、おなじみとなったホワイトボード。マーカーで書いて消してまた書いてと、何度も使える便利な品しなだ。日本語を書くのは得意だが話すのは苦にが手てなジルちゃんは、おもにこの道具を使って会話を行おこなう。


    　彼女はまなじりを決けつした。


    　きゅぽんとマーカーのキャップを親指で弾はじき飛ばす。しぱぱぱぱーっと、ホワイトボードに文字を書き連つらねてゆく。


    『ご無ぶ沙さ汰たしておりました。マイ・サムライ・マスター。お変わりありませんか？』


    「いやあ」


    　京きよう夜やは後うしろ頭を搔かいた。サムライ・マスターとか呼ばれると違い和わ感かんがある。


    「ジルちゃんなんかへんだよ？　いつもみたいにもうちょっと──」


    　そう言った霞の脇わき腹ばらに、ごすっと肘ひじ鉄てつが入った。


    　霞かすみ。撃げき沈ちん。


    　いつもみたいに……。なんだったのか？　その先が知りたいような気もする。だが知りたくないような気は──もっとする。


    　ジェラルディンちゃんは、両手を胸むねの前で組み合わせ、夢見る乙おと女めのポーズでいる。


    「ほれ。草食系サムライ・マスター。姫ひめ君ぎみは日本男児をご所しよ望もうだ。大和やまと男おの子こっぽくしろよ」


    「日本男児っぽいのって、どんなんですかぁ」


    「そいつを考えるのは殿との方がたの役目だな」


    「キョロ君っ。キョロ君っ」


    「四しノの宮みや君っ。四ノ宮君っ」


    　紫し音おんさんと恵めぐみちゃんとが、二人してなにかアピールしてくる。


    「テルティウムなど、どうだろうか」


    「オレマンを超こえたオレマンですー。キョロ様ですー」


    「超えた？　テル……？　なんですか？」


    「おっと失しつ敬けい。ラテン語で言ってしまった。第三段階テルテイウムのことだよ」


    「えー……？　あれですかー……？」


    　あれは封ふう印いんしたのだけど。


    　京きよう夜やが自じ力りきで編あみ出した第三段階の変身は、女性陣じんの反はん応のうがなんか微び妙みようで──。不評だったように思ったのだけど。


    「う……、んんっ……」


    　ひさしぶりの第三段階への変身だ。ネクタイを締しめ上げ、喉のどを整え、そして髪も手ぐしで流れを揃そろえる。


    　前回とは違うポーズを、ずびッと取った。


    　ちなみにググってみたら、こういうポーズは〝ＪジＯヨＪジＯヨ立ち〟というらしい。


    「きょろ。さま。ぶらぼ。」


    　片かた言ことの言葉が聞こえたので、綺き羅ら々らさんが喋しやべったのかと思った。だがなんと、ジルちゃんだった。やっぱ姉し妹まいだ。口を開くと片言になってしまうところが、おんなじだ。


    　はっとした顔で口を押さえ、彼女は赤くなりながら、すぐにホワイトボードに文字を書いた。


    『BRABO!!　 美しさと力強さの共存する素晴らしいポーズです。武ぶ士しの魂たましいを感じます』


    　第三段階となった京夜は、紳しん士しかつ君くん子しである。女性からの賛さん辞じに対して、取るべき行動は、もはや一つだ。


    　彼女の前に跪ひざまずき、小さな手を取り──その甲こうへと口くち付づけする。


    　ぼっと一瞬にして彼女の顔が真まっ赤かに染そまる。ホワイトボードもその場に落として姉の背中にすっ飛んでいった。


    　こそーっと、顔を半分だけ出して、こちらを伺うかがうその様子が、とても可愛かわいらしかった。
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     聖羅ちゃんという子
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    《呆あきれ果はてた超ちよう雄おすですね》


    　なかば覚かく悟ごしていたことであったが、ざっくりと心をえぐる辛しん辣らつな副ふく音おん声せいが聴こえてくる。


    　聖せい羅らちゃんという子は、副音声の激しい子であった。見た目は淑しとやかなお嬢じよう様さまなのに、その闇やみの声は辛辣極きわまりない。


    　京きよう夜やは腹ふく話わ術じゆつだと思っている。だが超ちよう常じよう現象という説もある。まさかね。


    「……魔ま女じよ？」


    　彼女の衣い装しようのことを、京夜は訊きいた。黒いマントの下に着ているのは黒い本ほん革がわのレオタード。ちょっぴりボンデージ風？　肌はだの露ろ出しゆつも多め。でも彼女が着ていると不思議と品ひん格かくがある。


    「いいえ。でも近いですわね」


    　頭に横がけしているキツネ面めんを振って、彼女は言う。


    　なぜかそこだけ和風。そういえばプールのときにもこのお面は付けていた。外はずせないアイテムであるらしい。


    「ええと。真しん祖そたる闇の……霞かすみさん、なんでしたっけ」


    「ふぁみのへふほふの、ひんほはふ、ひゅーへふひっ」


    　ケーキを口いっぱいに詰つめこんだ我わが妹が、なんか言う。


    「闇の血けつ族ぞくの真祖たる吸きゆう血けつ鬼きだそうです」


    　あれわかるんだ。すごい。なんか親友的。


    「ケーキどうぞー。お茶もどうぞー」


    　お茶の準備はしっかり整ととのっていた。予備の椅い子すも出してきて丸テーブルを九人で囲かこむ。


    「にーたん！　ここー！」


    　霞にばしばし呼ばれたが、ガードするかのように、聖羅ちゃんがすっと自然な動どう作さで割って入ってくる。右みぎ隣どなりには聖羅ちゃん。そして左隣にはジルちゃんという並びになる。


    　ジルちゃんはマーカーのキャップを急いで取ると──。


    『隣に座る栄えい誉よを頂いただけますか』


    　とか書いてきた。……栄誉って？


    　右みぎ側がわからは、聖羅ちゃんの横がけしているキツネ面が細目でにらんでくる。なんか怖こわい。


    《霞だけでなく姉さまや姉様ばかりでなくついにジェラルディンにまで。この超雄が》


    「いやあのね。超雄の称しよう号ごうは僕でなくて新しん城じよう君のものなんだけどね」


    「うん？　なにを言っているのかな。キョロ君は」


    「ほんと。なに言ってんのおまえ？」


    　部長の顔色から、紫し音おんさんには聴こえていないのだとわかる。黙だまりやがれと目線で合図がくる。副ふく音おん声せいのことは聴こえない人には秘密なのだ。


    「あっ。いやあのその。聖せい羅らちゃんに……ですね、そのつまり」


    「なんかこの子。口悪くないですか？　ギャップ酷むごくないですか？　ギャップ萌え？」


    　どうやらタマも聴こえるほうらしい。


    「四しノの宮みや京きよう夜や様」


    　あのその言ってごまかそうとしていると、聖羅ちゃんの声がかかった。


    「わたくしのことはできましたらセラとお呼びください。姉さまや姉様がよく話してくれるんです。あの森もりからも話がでたときには、わたくし、ほんとうにびっくりしました。キャンデー分けてくれないんですのよ。ひどいんです。それでわたくしも四ノ宮京夜様に個人的に興味を持ってしまったのですけど。……いけませんでしたか？」


    　あれ？　と京夜は思った。


    　キツネ面めんが向こうをむいて、かわりに薄うすい微び笑しようがこちらを見上げている。肉声のほうは副音声とぜんぜん違って、礼儀正しく、そして可愛かわいらしい。


    《霞かすみだけでなく姉さまと姉様だけでなくジェラルディンだけでなく、ついに私にまで。……指の一本でも触ふれたなら生まれてきたことを後こう悔かいすることになりますよ》


    　ひいい。やっぱ副音声怖こわっ。


    「にーたんばくはつしろ」


    　ほっぺたにクリームを付けて、霞がいきなり、なんか言った。


    「なになんなの霞。──部長。霞に変な言葉教えないでくださいよ」


    「うお。なんでわたしを名指し。──あたりだが。てゆうかオリジナルは鳴海なるみだが」


    「と、ところで聖羅ちゃん。ハロウィンの日のことなんだけど……。うちと合同でやる？　それとも別々にやる？　もしかしてやっぱり対決形式？」


    　食べるのと兄を呪のろうので忙いそがしい霞にかわって、影のリーダーっぽい聖羅ちゃんに訊きく。


    「四ノ宮京夜様。ですからセラと呼んでくださいと先ほどそのように申しあげました」


    「じゃあ僕のこともフルネームで呼ぶのやめてほしいな」


    「え？　あ……。その……。失礼……しました」


    　不意を打たれたように、聖羅ちゃんは目をぱちくり。


    　慌あわてた顔が見れたのもほんの数秒のこと。すぐにいつものクールビューティーに立ち返る。


    「では京夜様？　十月三十一日の件ですけど。対決の儀ぎ、謹つつしんでお受けしますわ」


    「ふぁへふぁいほー！」


    「霞。口のものなくしてから言おうね」


    　一緒にやろうって提案もしていたはずなんだけど。対決一いつ択たくのようだった。ま。ＧグツＪジヨ部ぶ的か。


    　ということで、きたる十月三十一日──。


    　京夜たちの本家ＧＪ部と霞たちのＧＪ部中等部とで〝ハロウィン対決〟をすることになった。
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     ハロウィン終わって
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    「いーち！　にーっ！　さーん！」


    　大きな袋ふくろのなかに手を突つっこみ、一個ずつお菓か子しを取り出しては、宙ちゆうに投なげ上げる。


    　落ちてきたお菓子は、ジルちゃんが、あるいは綺き羅ら々らさんが危あやうげもなくキャッチする。霞かすみが元気すぎて一度に二個投げてしまっても問題ない。恵めぐみちゃんがノーコンであさっての方向に投げてしまっても、やっぱり問題ない。フリスビー犬のようにアクロバットにキャッチしてみせる。


    　ご近所さんを騒さわがせて、ハロウィンは滞とどこおりなく終了した。


    　いったん部室に引きあげてきて、そこで戦せん利り品ひんを数えているところであった。


    　去年の行進が有名になったせいか、今年はそこいらの子供と一緒になって家々の戸を叩たたき、お菓子をもらって歩いた。しかしご近所のオバさん。「あーら京ちゃん大きくなったわねえ」とかリアルに引き戻して世間話をはじめるのだけは勘かん弁べんしてほしい。


    「ななじゅう、さーん！」


    　恵ちゃんが最後の一つを投げあげた。今年の記録はお菓子七十三個。


    「ななじゅう、よーん！」


    　元がん祖そＧグツＪジヨ部ぶの戦利品は尽つきてしまった。だが中等部のほうのお菓子は続く。


    「ななじゅう、ろーく！」


    　あちらもこれで最後の一個。


    「三つ勝ったー！　──ぶいっ！」


    　霞がジルちゃんと聖せい羅らちゃんの手を摑つかんで、勝ちどきを上げようとした、その時──。


    「でもじつは私こっちなんだな。だからホントは六個移動な」


    　部長が中等部のほうの山から、一ひと握にぎり分を摑んで、本家ＧＪ部のほうに移動させる。


    「よって──。七十九対、七十──。元祖ＧＪ部の勝ちー！」


    「わーい」


    　部長の合図で、一同、諸もろ手てを挙あげてバンザイをする。年長者としてのメンツは保たもたれた。中学生と張りあっている時点でメンツもなにもないのだけど。


    「まーちゃんの裏切りものー！」


    　地じ団だん駄だを踏んで、霞は言う。


    「ま。数は正義っつーこったな。悔くやしかったら数揃そろえてきな。たった三人じゃ話にならんな」


    　そういえばこちらは部長含めて総そう勢ぜい六人。今年のＧＪ部はタマを捕ほ獲かくして六人にもなった。


    　しかし部長──。完全に素すに戻もどってしまっているのだけど……？


    「来年はっ！　──ぜ～ったい負けないんだから！」


    　指をびしりと突つきつけて霞かすみは言った。


    　霞としては何の気なしに言ったのだろう。でもその言葉の意味の重さに、京きよう夜やは、はっとなってしまった。


    〝来年〟の話は、ＧグツＪジヨ部ぶではＮＧワードなのだ。とくに部長の前では──。


    「はーい。お茶が入りましたよー。お菓か子しもすこし開あけちゃいましょー」


    「わーい！」


    　恵めぐみちゃんの声に呼ばれて、シスターズたちが、どどどと塊かたまりとなって流れてゆく。


    　部長はというと、さっきまでのふてぶてしさはすっかり消え失うせていた。しょんぼりと一人で立ち尽つくしている。


    　秋のはじめにアイスの話をしたことがあった。そのときの部長もこんな感じだった。来年また食べればいいじゃないですか、と京夜が失しつ言げんして、来年には部長たちはもうここにはいないのだと、そう思い知らされることになったのだ。


    「ほ、ほら部長……、だいじょうぶですよ、ほらっ」


    　京夜は懸けん命めいになって、励はげまそうとして、なにかを言おうとした。


    「なにが？」


    　じろりと、部長に目を向けられて、京夜は続きを言えなくなった。


    　中身のないうわべだけの励ましは続けることができなかった。


    「なにがだいじょうぶだって？　……よっこらしょ。あー。あったけー」


    　コタツにはまった部長につられて、京夜もコタツに入った。丸テーブルのほうからは霞たちの賑にぎやかな声が聞こえてくる。同じ部屋にいるのに別の空間にでもいる気分。


    　部長とコタツに向かいあって座っていると、なんだか変な感じがした。


    　皆でコタツに入るときには、部長の定位置は京夜の膝ひざの上。頭のつむじが見えているかわりに、真ま正しよう面めんに顔が見えていると、心の中まで見み透すかされそうな気分になってくる。


    　そういえば丸テーブルの定位置でも、部長は京夜の左ひだり隣どなり。正面顔って、ほとんどないかも。


    「なに人の顔ジロジロ見てんだよ」


    「え？　いやあの。べつに変な意味はないですけど」


    「変なイミって、どんなだよ」


    「いやだから本当に変な意味じゃないですってば」


    「変なのはおまえだよ」


    「え？　そうですか？　僕なにか変かなー？」


    「カスミが〝来年〟って言ったときから、おまえ、変なんだよ。なんかしょーもないこと、ぐるぐる考えてやがんだろ。センパイとして、後こう輩はいの相談くらい、いつでものってやるぞ。ほれおねーさんに言ってみ？」


    　年上口く調ちようでそんなふうに言われて──京夜のなかで、なにかが外はずれた。
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     来年の話
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    「部長ずるいですよ」


    「ずるい？　誰だれが私が？　なにがずるい？」


    「だって部長。卒業してっちゃうじゃないですか」


    　部長が怪け訝げんそうな顔になる。京きよう夜やの言葉の意味がわからないといった顔だ。そりゃそうだ。京夜も自分がなにを言っているのかわからない。


    「そりゃ仕方ねーだろ。なんだ留りゆう年ねんしろとでもゆーのか？」


    「そんなことぜんぜん言ってませんよ」


    　京夜はぷいっとそっぽを向いた。


    　なんで自分がそっぽを向いているのか考えてみて──。そしたらわかった。わかってしまった。とんでもないことに気づいてしまった。


    〝来年〟という言葉は部長にとってのＮＧワードなのだと思っていた。だがそれはちがった。まったくの逆ぎやくだった。その言葉を気にしていたのは、じつは自分だったのだ。


    　来年の夏に部長はいない。うちわで扇あおいでもらえる約束は果はたされない。もう一緒にアイスも食べられない。そして来年のいま──ハロウィンの日にも、カボチャをかぶって元気に先頭を歩く部長はいない。


    「ズルいですよ。部長。卒業していっちゃうんですよ」


    　京夜はまた同じ言葉を繰くり返した。


    「そうか私はズルいのか」


    　コタツの向こうで、部長は、大人おとなの顔をして受け止める。


    「ええズルいですよ」


    「私だけでなく。シイもキララもなんだけどな。卒業すんの」


    「紫し音おんさんも綺き羅ら々らさんもみんなズルいです」


    「そうかみんなズルいのか」


    　部長は困こまったような顔で、片手で髪の毛をわしわしと乱みだした。


    　自分が困らせている。それがわかっていても、おとなしく聞き分ける気にはならなかった。


    　気づいてしまったから。これまで考えないようにしていたことに、気がついてしまったから。


    「あの部長……、卒業しても、部室に遊びにきてくれるとかって……？」


    「それはナイ」


    　あっさりと斬きって捨すてられた。きっぱりと言い切るその口く調ちようが、ずきりと胸むねに突つき刺ささる。


    　考える時間のたくさんあった部長は、もう結論を持っている。でも京夜はついさっき考え始めたばかりなのだ。


    「おまえがずっと気にしてる先代部長だって、いっぺんも顔出してきてねーダロ？」


    「いまは……もう気にしてないですよ」


    　ずっと気にしていたことも、すっかりお見み通とおしだ。


    「あーもう、んなカオすんなよ。どーしたら機き嫌げん直なおすんだよオマエは」


    　すっかり駄だ々だをこねているコドモ扱いをされている。


    　実際。そうだけど。


    　京きよう夜やが立ち直れないでいると、部長のほうも、だんだんと様よう子すが怪あやしくなってくる。


    「おま……やめろよ。おまえがそんな顔してると……。わたしだってな。わたしだってな……」


    「胸むねを張りたまえ真ま央お。先代部長は、泣いていた君に、どうしたのかな」


    「まお。たつ。たたかう。かつ。そしたら。くってよし。」


    　紫し音おんさんと綺き羅ら々らさんとがやってきた。すうっとコタツの面めんを占しめる。


    「いや喰くわねーけど」


    　こっちに四人も来てしまって大丈夫だろうか。湿しめっぽい話は、あんまり妹たちに聞かせたくはない。丸テーブルのほうを、京夜が振り返ってみると──。


    「今日はもお、とっておきのお菓か子しを出しちゃいましょうー」


    　妹たちの歓かん声せいを浴あびてヒミツの戸と棚だなに向かう途と中ちゆうで、恵めぐみちゃんは、ぱちりとウインク。任まかせておいてください、というサイン。


    「ほらよそ見してるとなくなるですよ。タマは弟おとうと妹いもうと弟おとうと妹いもうとの生態系の王者なのです。コブタちゃんたち三匹で掛かってきやがれです」


    　タマは食っている。これはサポートしてくれているのかどうなのか。とりあえず霞かすみは負けじとお菓子を貪むさぼっている。


    「なあキョロ。ベツにさあ──」


    　紫音さんと綺羅々さんのおかげか。部長の声はすっかりいつもの調子に戻もどっていた。


    　すなわち過か剰じようなまでの自信に満みち[image: ]あふれている。


    「──いますぐお別れってわけじゃないんだぜ？　まだアト何か月かはあるんだ。そのあいだしっかり鍛きたえてやんよ」


    　ぽんとミカンが飛んできた。胸でトラップしてから、手で受けとめる。


    「おまえのＧグツＪジヨ部ぶ魂だましい。もっと鍛えてやっから。──カクゴしとけよ」


    「はい。覚かく悟ごします」


    　京夜はそう言った。たぶん自分でもいい顔ができていたと思う。


    「おにーちゃん！　お菓子ぜんぶ食べちゃうよー！　これスゴいよ恵さんのとっておきー！」


    「センパイ。ポテチなくなっちゃいましたよ。ポテチ」


    　妹と妹的な後こう輩はいが呼んでくる。


    　今夜のＧＪ部の部室は、いつにも増して賑にぎやかだった。
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     あとがき


    



    　二度目の秋です。イベント満載のこの時期を、ＧグツＪジヨ部ぶの面々は愉たのしんでいるようです。


    　なお秋の最大イベントである文化祭がスルーされている件ですが……。


    　仕様です。「日常性」を重んじる当作品の基本方針としまして、毎年欠かさずやってくるイベント（例、年末年始やバレンタインデー）はきちんと描えがき、一過性のイベント（例、夏合宿や文化祭）はスルーするというということになっております。


    



    　さて、まずは「取扱説明書」から。はじめてこのシリーズを手に取った方のために、いつものように、本書の使用方法の解説からはじめたいと思います。


    　本書は「四コマ小説」です。一話が必ず四ページで読み終わるお手軽な読み物です。ちょっとした空き時間などに、すぱっと開いて、すぱっと読み、すぱっとリフレッシュして癒いやされる、お手軽でウルトラライトな読み物です。


    　通勤時間や授業の合間などに、どぞ。勉強で疲れたときにも、どぞ。今日は長編小説を読む気分じゃないんだけど暇ひまなんだよね、みたいなときにも、どぞ。


    　一冊のどこから読んでも、たぶんあんまり困りません。それどころか、シリーズのどの巻から読みはじめても、きっと困りません。毎巻、頭のほうの四話ほどが主要キャラのインプレッションという作りですので、そこさえはじめに読めば、キャラの摑つかみもばっちりです。


    　話の並び順は、いちおう時系列順となるように心がけておりますが、順番など気にせず、ゆったりとおおらかな気持ちで楽しんでいたければ幸いです。


    



    　つづきましては、元ネタリスペクトのコーナー。


    　今回ご紹介するのは「ジョジョ立ち」です。荒あら木き飛ひ呂ろ彦ひこ／著『ジョジョの奇妙な冒険』において、不自然でありながらも素晴らしくカッチョエエポーズが出てきます。


    　京きよう夜やが第三段階となったときに取るポーズがそれでして。六巻収録の初登場のものが通称「仮面のポーズ」。本巻に収録のものは通称「タワーのポーズ」と呼ばれています。他にもたくさんの種類があります。インターネット上には「ジョジョ立ち教室」なるものまであったり。


    



    　それから、六巻の誤ご植しよくのお知らせです。六巻初版においてタマの名字が初公開されましたが、そこでなんと誤植が出てしまいました！　一七一ページの本文では「迦か楼る羅ら」となっており、一七三ページのキャラクタープロフィールのほうでは「神かん無な月づき」となっています。


    　タマの名前は「神無月環たまき」のほうが正しいです。「迦楼羅」のほうは神社の名前でした。


    　ところで誤植って書くと、誰かが間違えたみたいですね。著者のミスです。すいません。


    



    　さて、本シリーズも皆様のご愛読に支えられて、七巻までやって来ることができました。


    　新入部員のタマが登場して新展開となった第二期も、春、夏、秋、と巻数が進んできました。


    　このあと何巻まで続くんだろう？　──とかいうことを心配されている方がいらっしゃるようです。一年で四冊だからちょうど八巻で終了か？　──なんて予想されていたり。


    　だけどご心配なく。


    　ＧグツＪジヨ部ぶは、まだまだ行きますよー。とりあえず次の八巻では終わりません。だいじょぶです。


    



    　最後は著者ＨＰアドレスのご紹介です。人気投票や裏話など。コンテンツがあります。


    　アンケートで送られてくる生の声は、作品に生かさせてもらっています。今巻の作中でタマの出品していた「ブロマイド」の売り上げにもキャラクターの人気順を反映されていたり……。


    



    ↓携帯電話の方はこちらからどうぞ


    http://www.araki-shin.com/araki/keitai.htm


    ↓パソコン専用ページ（前記携帯向けアドレスも入室可能です）


    http://www.araki-shin.com/

  



  
    新木　伸


    Shin Araki


    



    キャラクター小説を追求するライトノベル作家。最近の目標は「四コマ小説」を千本書くこと。趣味はパソコン自作（プロ）とバイクいじり（セミプロ）とベランダ園芸（素人）。ものぐさして去年の土を流用したのがいけなかったか、ニラもシソも細ネギもなんだか元気ナシ。

  



  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    ＧＪ部７


    



    ２０１２年10月１日　電子書籍版発行


    著　者　新木　伸


    発行人　佐上靖之


    編集人　野村敦司


    編　集　具志堅勲


    発行所　株式会社　小学館


    　　　　〒１０１‐８００１


    　　　　東京都千代田区一ツ橋２‐３‐１


    　　　　s-ebook@shogakukan.co.jp


    



    底　本　２０１１年９月22日　初版第１刷発行


    



    ⒸSHIN ARAKI 2012　ISBN978-4-09-451297-7


    



    



    ※ご注意


    本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。


    個人利用の目的以外での複製など違法行為、もしくは第三者への譲渡をしますと著作権法、その他関連法によって処罰されます。
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